
第二部 単元・題材配列表<試案>





国語 ことば

学習指導要領では、国語科の学習領域は、小学校から中学・高校まで全ての段階

において、「話すこと・聞くこと」「書くこと」「読むこと」[言語事項]と定められ、

その中で段階的・系統的な目標が示されている。

こうした段階性・系統性を前提としながら、本校国語部では、一貫教育に取り組

むにあたって、各学習領域を相互に結びつけ、より一貫的な日本語の学習を実現す

るするため、<言語文化>と<コミュニケーション>という二つの軸を設定し、全

ての学習の基盤となる国語学力の育成をめざす。

<言語文化>は、学習者が文化財としての言語文化を内化することを軸とするも

のである。読書力や音読力、日本語やことばに対する意識を高める学習を内容とす

る。

<コミュニケーション>は、音声言語および文字言語による学習者相互の伝え合

いを軸とするものである。独話・対話・話し合い、目的遂行的な文章表現を内容と

する。

二つの軸におけることばの学習は、年齢や学年に応じた言語レベルや内容を考慮

しながらも、ことばの原理的な側面については、繰り返し学習し習熟することを重

視する。

単 題材配列 覧表作成の基本方針
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学校区分

小学校

目標

国語を適切に表現し

正確に理解する能力

学年

を育成し,伝え合う

力を高めるととも

に,思考力や想像力

及び言語感覚を養

い,国語に対する関

心を深め国語を尊重

する態度を育てる。

第 1学

年

単

単元「本とともだちになろう

題材「ずうっと,ずっと,大すきだよ」

ねらい今までに読んだ本の中で好

きな本を友達に紹介することができる。

. 題材等配列

文化

単元「ことばって,おもしろいな」

題材「おみせやさんごっこをしよう」

ねらい客と店の人になって,ものの名前

を言い合いながら売り買いのやり取りをする

ことができる。

覧

第2学

年

コミューケーション

単元「本と友だちになろう」

題材「スイミー」

ねらい図書室でおもしろそうな本

を探して読み、友達に紹介することが

できる。

単元「わたしは,なんでしょう」

ねらい当ててほしいものの特徴を,聞き

手に分かりやすくクイズにして話すことがで

きる。友だちの話の大事なことを落とさない

ように聞くことができる。

単元「友だちに分かるように話そう」

題材「あったらいいな,こんなもの」

ねらい自分が考えたものについて、事柄の

順序を考えながら聞き手に分かるように話す

ことができる。友だちの話の大事なことを落

とさないように聞くことができる。

第3学

年

単元「本と友だちになろう」

題材「本は友だち/本のさがし方」

ねらい読み手に本のおもしろさが伝

わるように書く必要のある事柄を収集

したり選択したりして、本の帯を作る

ことができる。

単元「何に見えるかな」

ねらい「何に見える」「なぜ、そう見える」

という話題に沿って話し合うことができる。

単元「進んで話し合い,発表しよう」

題材「『分類』ということ/インタビュー」

ねらい身のまわりで「分類されているもの」

を見つけ、分類のしかたやその意味について、

聞き手によく分かるように筋道を立てて話

す。話の中心に気をつけて聞くことができる。

単元「名前をつけよう」

ねらい互いの考えの相違点や共通点をから、

合意点を見つけようとして進んで話し合うこ

とができる。
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第4学

年

単元「本と友達になろう」

題材「本は友達/本のさがし方」

ねらいクラスの「おすすめの本」

カード集を作るために,伝えたいこと

を考えながら読むことができる。

第5学

年

単元「読書の世界を広げよう」

題材「本は友達」

ねらい読書会の目的にしたがい、選

んだ本について効果的な読み方の工夫

をする。

単元「調べて発表しよう」

題材「『伝え合う』ということ

ねらいクラスの友達に自分の考えが分か

るように筋道を立てて話すことができる。話

の中心に気をつけて聞くことができる。

第6学

年

留意事項

単元「読書の世界を広げよう」

題材「本は友達」

ねらいクラスの友達に薦めたい本の

魅力を、キャッチコピーをつくるなど

紹介のしかたを工夫して発表する。

単元「伝え合って考えよう」

題材「人と『もの』とのつき合い方」

ねらい自分と「もの」とのつきあい方につ

いて調べた内容や感想が、クラスの友達に分

かりやすく伝わるように、組み立てを工夫し

て話す。発表者の考えと自分の考えとを照ら

し合わせながら聞く。

. 第3学年までは、特にコミュニケーション領域では、言葉の概念の発達や説明の仕

方などを題材としたものを柱として扱うことによって、言葉の発育を一貫して促して

いきたい。

高学年では、中学校におけるコミュニケーション領域での学習活動への発展を意識

した単元を柱として扱う。

.

学校区分

中学校

目標

国語を適切に表現し

正確に理解する能力

を育成し,伝え合う

力を高めるととも

に,思考力や想像力

を養い言語感覚を豊

かにし,国語に対す

る認識を深め国語を

単元「共に考えるために伝えよう」

題材「みんなで生きる町」

ねらい調べたことについての話し合いを

通してみんなの考えをよりよいものに練りあ

げることができる。

学年

第 1学

年

単

帯単元「言葉と私」

題材(指導項目)

詩を群読する。

ねらい言葉の響きを楽しみなが

ら音読できる。

. 題

文化

材等

第2学

配列

帯単元「わたしのおすすめの作品」
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単元「科学への目」

題材(指導項目)

「人の呼び方を考える。」

(話し合い)

ねらい話し合いの方向をとらえて的

確に話し合いができる。

覧

コミューケーション

単元 「命との対話」

言語

元



尊重する態度を育て

る。

年 題材(指導項目)

読書紹介。

ねらいおすすめの作品を朗読し

て紹介できる。

第3学

年

帯単元「かけがえのない一冊」

題材(指導項目)

読書紹介

ねらい自分にとっての大切なー

冊を見つけ紹介できる。

題材(指導項目)

「学級新聞を考える」

(ディベート)

ねらいーつの論題のよい点と問題点

の両面を考えることができる。

単元「現代を問う」

題材(指導項目)

「容器を考える」

(パネルディスカッション)

ねらい論理的な展開や表現の工夫に

注意して話したり聞いたりする

ことができる。
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社

1<題材配列一覧作成上の基本方針>
10Ⅱ年間を通して,社会的な思考・判断,知識・理解に裏付けられた「社会的な見方・考え方を育む」とい1

う視点を重視する。

10小・中学校の社会科学習においては,小・中学校,及び高等学校の社会科の学習内容を概観し,学習内容1
1 において同内容の学習のっながりをどぅ考えるか、地域学習における地域の扱いにっいてどぅ取り上げる1
1かといったことにっいて配慮しながら,単元配列や学習内容を工夫する。 1
10系統的な社会科の学習を実現するため,小学校3年から中学3年までの7年間の領域を,地理的分野,歴1
1 史的分野,公民的分野で構成する。それに併せて,小学校生活科においても3領域で配列する。幼稚園に1

.

:ついては、 3領域に分けず総合的に配列する。 ,

10社会的な見方・考え方の基礎を育成するために,幼稚園での活動や小学校低学年生活科の授業に,社会生1
活を実感する活動や,小・中学校社会科の内容に関わる社会体験,見学・観察の場を意図的,計画的に設1
定する。

科・環境

学校区分
幼稚園

【人間関係
ねらい】

①幼稚園生活
を楽しみ、自
分の力で行動
することの充
実感を味わう。
②進んで身近
な人とかかわ

り、愛情や信
頼感をもつ。
③社会生活に
おける望まし
い習慣や態度
を身につける。
【環境ねらい】
④身近な環境
に自分からか
かわり、発見
を楽しんだり、
考えたりし、
それを生活に
取り入れよう

とする。

学年

3歳
児

0先生や友だちに親しむ。
、、荏)、;、先璽主',t;ゐう江ゐミわ毛、も毛、、、、安走感菱百ラそあ二を;永1、、、、、、、、、、、、'、'、、、"""'、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、

②・友だちと一緒にあそぶことを楽しむ。
・自分の気持ちを素直に出したり、友だちの気持ちに気づいたりする。
・幼稚園内のいろいろな教職員に親しみをもつ。
・身の回りの片付けを自分でしようとする。

③・友だちの周りの人にしてはいけないことがあることに気づく。
環・家庭や地域での経験を、ごっこ遊びなどで再現する(おうちごっこ、レストランごっこなど)。

・季節の行事的な活動に参加して楽しむ。

地理的分野

4歳
↓巳

0友だちとかかわりながら活動する楽しさを味わう。
①・自分に自信を持ち、自力で活動しょうとする。
②・友だちとかかわりを広げ、親しみや共感をもって遊ぶ。

・トラブルがあったとき、友だちの気持ちを受け止めようとする。
・幼稚園内のいろいろな教職員に親しみ、また、その仕事内容に関心をもつ。

③・友だちゃ周りの人に対してしたり言ったりしてはいけないことがあることに気づく。
・自分たちが気持ちょく生活するために、遊んだあと、友だちと整頓・片付けをする。

環・家庭や身近な地域での経験を、ごっこ遊びなどで再現する(おうちごっこ、お店ごっこ、乗り物ごっこなど)。
・道路の安全に歩き方を知る。

。・季節の行事的な活動に興味をもって参加する。

幼・小・中における題材配列一覧

5歳
児

9左だ_ち_と_協九レエ活動す登氣持:ち_を_も?。....、、........、.....______________._____________.__.
①・年長児としての自覚をもって行動する。
②・イ中問意識をもち、友だちとめあてを共有して活動する。

・いろいろな友だちを呼び込んだり、受け入れたりする。
・トラブルがあったとき、自分たちで問題解決しょうとする。
・自分の生活に関係の深いいろいろな人に親しみをもち、その仕事内容や自分とのかかわりに興味や関心をも

つ。

③・人に対してしたり言ったりしてはいけないことがあることに気づき、自分で判断し、行動しようとする。
・ルールを守って遊ぶ。
・自分たちが気持ちょく生活するために、園全体に目を向けて、片付けをしたりゴミの分別をしたりする。

環・身近な地域での経験を生かして、いろいろな遊びをする(秋まつりの活動、お店ごっこの看板やチケット、
お金づくりなど)。

・園外保育で地域の施設や働く人に関心を寄せる。
・道路を安全に歩こうとする。
・季節の行事の意味に関心をもって活動に参加する。

歴史的分野

小学校生活科

目標
具体的な活

動や体験を通
して,自分と
身近な人々,
社会及び自然
とのかかわり

に関心をもち,
自分自身や自
分の生活につ
いて考えさせ
るとともに,
その過程にお
いて生活上必
要な習慣や技
能を身に付け
させ,自立へ
の基礎を養う。
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公民的分野

0ともだちいっ1 いつくるんだ
・みんなでいこう
・じぶんでたんけん
・いってみようやってみよう

・そとにいこうよ

地理的分野

第2
学年

0どきどきわくわくまちたんけん
・わたしのまちをたんけんしよう

:<留意事項>

1※幼年期(幼稚園、小学校低学年)においては、人問関係を構築していく活動や、学校や学校の周りの地域に出かけて周りの様子を探求1
1する活動を中心に展開していく。 1

歴史的分野

0あしたへジャンプ
・あしたへジャンプ

公民的分野

0わたしのまち大すき
・もっとまちの人となかよくなろ

う

・みんなでつくろうフエステイバ
ル

会

年学

1
年

第
学



小学校社会科

目標
社会生活に

ついての理解
を図り、我が
国の国士と歴
史に対する理
解と愛情を育
て、国際社会
に生きる民主
的、平和的な
国家・社会の
形成者として
必要な公民的
資質の基礎を
養う。

学年
第3
学年

1 わたしたちの住んでいる松江
ω学校のまわり
②松江市のようす

地理的分野

2 松江市でものを売る人・つくり
だす人
ω私たちのくらしをささえるお店
②私たちのくらしと宍道湖
(3)見つめてみようぼたんの花を

第4
学年

6 わたしたちの島根県
ω島根県ってどんな県?
②わたしたちが住むし・町・村の

位置は?
偲)島根県の士地の様子は?
④島根県でさかんな産業は?
(5)島根県の交通の様子は?
(6)県内の特色ある地域

歴史的分野

第5
学年

0食べ物ふるさとさがし

1 わたしたちの生活と食料生産
ω米づくりのさかんな庄内平野
②水産業のさかんな枕崎市
(3)これからの食料生産とわたした

ち

5 松江のうつりかわりと先人のはた
らき

U)昔の松江へレッツ・ゴー
②れきしマップをつくろう
③ふるさと松江のために

・清原太兵衛さん
・周藤弥兵衛さん

3 安全を守る
ω火事からくらしを守る
②交通事故をふせぐ

2 わたしたちの生活と工業生産
a)自動車をつくる工業
②工業生産と工業地域
(3)工業生産と貿易

公民的分野

:<留意事項>

1※地理的分野で取り上げる地域、歴史的分野で取り上げる人物にっいて、中学校との連携の中で可能な限り同地域、同人物を取り上げる1
はう単元構成を行い、学習の進化・発展が図られるよう工夫する。 1
:※とくに、 3・4年生の学習においては地域学習という点を踏まえ、さらに、生活科での学習の経験を生かすために、社会体験・見学・

観察の機会を意図的に単元に組み込んでいく。
:※自分たちの住む地域や島根県の学習において,地域の地図を描く学習や地図を読みとる学習を計画的に配置し,空問認識の基礎を培う。

「世界と日本の地域構成」の学:1※私たちの国土と環境の学習において,世界地図や地球儀を活用しながら学習を進め,中学校地理的分野
:習にっなげるための基礎的な世界認識や日本の国士のおおまかな様子にっいてはっかめるようにする。

^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^

4 わたしたちの国土と環境
U)さまざまな自然なとくらし
②わたしたちの生活と環境
促)わたしたちの生活と森林

公民的分野

4 健康なくらしを守る
ωごみのしまつと利用
②くらしをささえる水

,

^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^

3 わたしたちの生活と情報
ω放送局の働き
②情報と社会

学年
第6
学年

3 世界の中の日本
0宇宙から地球を見る

a)日本と関係の深い国々
②世界の平和と日本の役割

地理的分野

中学校社会

目標
広い視野に

立って、社会
に対する関心
を高め、諸資

学年
第1
学年

1日本の歴史
0わたしたちの地域

れきしラリーマップ

オリエンテーション

世界と日本の地域構成
世界の地域構成

ω世界の国々の構成と地域区分
②地球儀と世界地図を使って調べて
みよう

ω米づくりのむらから古墳のくにへ
②聖武天皇と奈良の大仏
③源頼朝と鎌倉幕府
④ 3人の武将と全国統一
伍)徳川家光と江戸幕府
⑥江戸の文化をつくりあげた人々
⑦明治維新をつくりあげた人々
⑧世界に歩み出した日本
⑨長く続いた戦争と人々のくらし
Ⅱ0)新しい日本、平和な日本へ

歴史的分野

公民的分野地理的分野

2 わたしたちの生活と政治
0まちの公共ウォッチング

ωわたしたちの願いを実現する政
治

②私たちのくらしと日本国憲法

オリエンテーション

歴史の流れ
おもしろ歴史発見1.

身近な歴史を調べてみよう2.

古代までの日本
1.人類の発生と文明の発生へ
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歴史的分野



料に基づいて
多面的・多角
的に考察し、
我が国の国土
と歴史に対す
る理解と愛情
を深め、公民
としての基礎
的教養を培い、
国際社会に生
きる民主的、
平和的な国家
・社会の形成
者として必要
な公民的資質
の基礎を養う。

2.日本の地域構成
ω日本の位置と領域
②都道府県の構成と地域区分

地域の規模に応じた調査
1.身近な地域の調査

2.都道府県の調査
ωさまざまな地域から成り立つ都道
府県の調査~島根県を例に~

②全国的な視野からみた都道府県の
調査~東京都を例に~

2.東アジアの中の「倭」
3.天皇・貴族が中心となった政治と文

化
中世の日本
1.武家の世のはじまり
2.海に開かれた時代
3.いまにつながる生活・文化
近世の日本
1.戦乱から天下統一ヘ
2.幕府の体制と東アジア
天下泰平の世の中
かわる社会と諸対策

地域の歴史1
1.清原太兵衛(小学校の学習の振り返

り)
2.松杠藩の藩政改革

第2
学年

3.世界の国の調査
(1)国家の三要素から学ぶ国の調査~
オーストラリアを例に~

②日本との関わりから学ぶ近隣国の
調査~韓国を例に~

世界と比べてみた日本
1.さまざまな面からとらえた日本
ω自然環境から見た日本の地域的特
色

②人口から見た日本の地域的特色
(3)生活・文化からみ日本の地域的
特色

④地域間の結びつきから見た日本の
地域的特色

(5)資源や産業からみた日本の地域的
特色

2.さまざまな特色を関連づけてみた
日本

地球市民として生きる
1.世界平和の実現を目指して
2.地球環境の危機的状況に対して

近現代の日本1
1.欧米諸国の衝撃と日本
新しい価値観のもとで

3.国会開設のあゆみ
4.アジアの日本から世界の日本へ
近現代の日本②
1.世界情勢と大正デモクラシー
2.日本がアジアで行った戰争
地域の歴史Ⅱ
1.松江から満州に渡った少年たち
現代の日本
1.戦後日本の成長と国際関係
2.これからの日本と世界
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第3
学年

^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^

:<留意事項>:
1※地理的分野の出会い単元においては,おもに小学校3~5年の学習で培った地理的な知識・技能をもとに,世界地図や地球儀を活用しな1
1がら,地理的分野の学習に対する興味・関心を喚起できるように工夫する。:
:※歴史的分野の出会い単元においては,おもに小学校6年の学習で培った歴史的な知識・技能をもとに,年表や史料を活用しながら,歴:

史的分野の学習に対する興味・関心を喚起できるよう工夫する。
:※地理的分野の「島根県の調査」の学習においては,小学校4年生での島根県の学習を基礎としながら,小学校では扱わない地域の変イヒ

1の背景や地域区分にっいて言及し,都道府県規模の地域の特色をとらえるための学び方にっいて学習できるようにする。:
1※地理的分野の T韓国の調査」の学習は小学校6年の「世界の中の日本」との学習や韓国との交流学習との関連を図り,世界の国規模の1
1 地域的特色をとらえるための方法を身にっけると共に,近隣国として,これからのよりよい日韓関係のあり方にっいても言及する。:
1※公民的分野の学習においては,小学校6年生の「私たちの生活と政治」の単元で学んだ日本国憲法の基本原則を基礎とし,これからの1
1日本の政治や政治参加のあり方にっいて考えを深めていくために,より具体的な事例をもとに考え,判断していけるよう学習展開や教1

材を工夫する。

^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^

オリエンテーション

現代社会と私たちの生活
1.現代日本の歩みと私たちの生活
2.個人と社会生活

国民生活と経済
1.私たちの生活と経済
2.国民生活と福祉

国民生活と政治
1.人権の尊重と日本国憲法の基本原

則

2.民主政治と政治参加



数・数学・環境仂、ず,かたち)

<題材配列一覧作成上の基本方針>

10 一貫教育の中で子どもの発達段階に応じた算数・数学の培うべき力とは何かを明確にし,確かな学力を培う。
10 実用性や生活性を基盤とする算数の学習と,学問性・教養性をその基盤とする数学の学習を比較検討しながら,接1

続の方法についての理論的な考察と実践を行う。

'0 具体的な場面での活動を通して理解することを重視し,算数・数学の美しさ,奥深さを実感させるとともに,算数1
・数学が世界の中で果たす役割を見つけ,理解する力を培う。

10 子どもの遊びゃ学びからの「生活知」「経験知」と,算数・数学の学習活動をうまく連結させながら,「数学感覚」1
を豊かにしていけるようなカリキュラムを構築する。

:0 問題解決における数学的な見方や考え方を培い,より発展的で展開性のある数学的な概念を子どもが自ら形成して1
いけるような多面的な思考力,判断力,そして表現力の向上を図る。

0いろいろなかたち

・箱などによる形

づくり

・形の弁別

※2

図形

身の回りにある

いろいろな形に気

付かせながら活動

を行う。

学校区

分

幼稚園

0 幼稚園においては、日常生活の中で幼児自身の必要感に基づく数量・形にかかわる体験を大切にする。
また,数量・形に関する興味や関心、感覚には個人差が大きいことに配慮していく。

環境

ねらい

<3歳児> 0 身近な環境に目を向け、かかわって遊ぶ。

・教師や友だちとのかかわりの中で数や

数の呼び方に親しむ。

<4歳児> 0 身近な環境に興味をも

・教師や友だちとのかかわりの中で数や

数字に親しむ。

・興味のあるものを数えたり、必要感を

感じたとき、数えたり比べたりする

幼・小・中における題材配列一覧

<5歳児>

・教師や友だちとのかかわりの中で物と1

対1対応させて数える経験をする。

※1

・日常生活の中で必要に応じて、数えた

り比べたり,集めたり分けたりする活動

をする。

・個数や回数が多くなることをめあてに

する遊びをする。

(カルタ,なわとびなど)

・同じ人数が集まる遊びをする。

(りレーなど)

・士や水、いろいろな素材な

どで遊ぶ中で、「大きい」「重

い」「長い」などと感じる経

験をする。

0 身近な環境にかかわって考えたり試したりし,数量や形を利用して遊ぶ。

また,数量や形にかかわって言葉で表現しようとする。

てかかわり、数量や形に関心

・いろいろな遊びの中で、よ

り大きく(あるいは長く、高

くなど)することを楽しむ経

験をする。

小学校

数量関係学年

小学1年
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・遊具や用具など身近なものにいろい

ろな形があることに気づいたり興味を

もったりする。

・興味をもったり必要感を感

じたとき、身近なものの量を

比べる経験をする。

・「大きい(小さい)」「長い

(短い)」「高い(低い)」な

ど、場面や内容にふさわしい

言葉で表そうとする。

・時計の数字をめあてに活動

を始めたり終えたりする経験

をする。

0かたちをうつして

・立体の面を写す

絵描き※4

0かずとすうじ(1~ 10)

0なんばんめ(順序数と集合数)※2

をもって遊ぶ。

・積み木や空き箱などのいろいろな形

を組み合わせて遊んだり、身近なもの

の形を描いたりする。

実際に並んで数える活動から,順序

数と集合数を具体物と対応させていく。

数と計算

0いくつといくつ

数える活動において,常に具体的な

物と一対一対応させながらいくつある

のか表現させる。

0あわせていくつ,ふえるといくつ

0のこりはいくつ,ちがいはいくつ

010 よりおおきいかず(11~2 0)

03つのかずのけいさん

0たしざん(1位数)十(1位数)

0ひきざん(2位数)ー(1位数)

0大きいかず(100 まで)

・身近なものの形の特徴をとらえ、「丸

い」「四角」「三角」など言葉で表す。

・折り紙や紙ひこうきの遊びの中で、

「半分に折る」「左右同じ形にする」

などの経験をする。

「前」「後」、「上」「下」の言葉で

方向や位置を表す。

「ひっくり返しても

同じ形」という言葉

を全体へ広げる。

0ながさくらべ※2

・任意単位による

長さの測定

量と測定

身の回りにある

いろいろなものを

実際に比べる活動

から任意単位の必

要性を感じさせる。

身
近
な
亊
象
を
見
た
り
、
老
え
た
り
、
中
で
扱
っ
た
り
す
る
中

で
、
物
の
牲
質
や
数
量
、
文
字
に
対
す
る
感
覚
を
豊
か
に
す
る
。



小学2年 0たし算とひき算

(2位数)士(1位数)の暗算

(何十・何十何)土(何十)の暗算

0たし算とひき算のひっ算(1)

・(2位数)土(2位数)の筆算

01000までの数※2

実際に具体物を数える活動から,量

感を意識しながら理解をさせる。

0たし算とひき算のひっ算(2)

・(2位数)+(2位数)

・(3位数)ー(2位数)

0かけ算

・1~9の段の構成と九九

010000 までの数

0時計

0長さ

・長さの意味と測

定

・直線の作図

010 ocmをこえる

長さ

・ mを用いた長さ

の測定

<留意事項>

※1 5歳児においては,小学校入学後の算数の学習につながる体験を意識して取り組む。

※2 小学校低学年においては,単に小学校への早期適応を図るのではなく,体験的な活動を行い,幼稚園の生活を意識した取り:

組みを展開する。口の中は特にこのことを意識した内容を記している。

0形づくり

・色板や棒による

形の構成※4

学年

小学3年

「ひっくり返したり

回したりしても同じ

形」という言葉を全

体へ広げる。

0九九の表とかけ算

0わり算

0何百のたし算とひき算

0たし算とひき算の筆算

・3けたの加法,減法の筆算

0計算のじゅんじょ(乗法の結合法則)

01けたをかけるかけ算の筆算

0一万をこえる数

0計算のきまり

・分配法則

0ひょう・グラフ

・表とグラフの

かき方

・点つなぎによる

形の構成

0三角形と四角形

・三角形,四角形

の意味と弁別

※2

数と計算

実際に三角形や

四角形の模型に触

れながらその特徴

に気付かせる。

小学4年

02けたをかけるかけ算の筆算

0そろばん

0時こくと時問

0かさ

・かさの意味と測

定

0長い長さ

・ 1mをこえる長

さの測定

014重さ

・重さの意味と測

定

0答えが何十,何百になるわり算

01けたでわるわり算の筆算

0一億をこえる数

0小数

・小数の意味と加減計算

0式と計算のじゅんじょ

・()を含む式と四則混合計算の

計算の順序

0およその数

0何十でわるわり算

02けたでわるわり算の筆算

0分数※3

量と測定

0長方形と正方形

・直角,長方形,

正方形,直角三

角形の意味と作

図※4

図形

敷き詰めの活動

よりいろいろな方

向から見るよさを

感じさせる。

0角とその大きさ

・三角定規の角と

簡単な角度の計

算

0面積

・面積の意味

・長方形と正方形

の面積の求め方

・長方形や正方形

の複合図形の面

積の求め方

たし算やひき算へとつながる合わせ

るといくつになるのか,取り除いたら

いくつになるのか考える活動を行う。

小学5年

0表とグラフ

・資料の分類と

整理

・棒グラフの表

し方

数量関係

0はこの形

0小数(ν1000 の位まで)

0整数の見方(偶数と奇数)

0小数X整数・小数÷整数

・箱の面の写し取

りと形作り

0円と球

・円の意味と作図

・球の概念と性質

0角とその大きさ

・角や角度の意味

と作図

0三角形

・三角形の定義と

分類

・二等辺三角形と

正三角形の定義

と作図※4

0折れ線グラフ

・折れ線グラフ

の表し方

0調べ方と整理の

仕方

・ 2つの観点に

よる資料の整

理と問題解決

0変わり方

・伴って変わる

2つの量の関

係

0三角形・四角形の

角

敷き詰めの活動よ

りいろいろな方向か

ら見るよさを感じさ

せる。
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0垂直・平行と四角

形

・垂直,平行の関

0変わり方のきま

り

少ない場合か

数
量
や
図
形
に
つ
い
て
の
算
数
的
活
動
を
通
し
て
、
基
礎
的
な
知
識
と
技
能
を
身
に
付
け
、

日
常
の
事
象
に
つ
い
て
見
通
し
を
も
ち
筋
道
を
立
て
て
考
え
る
能
力
を
育
て
る
と
と
も
に
、

活
動
の
楽
し
さ
や
数
理
的
な
処
理
の
よ
さ
に
気
付
き
、
進
ん
で
生
活
に
生
か
そ
う
と
す
る



0小数X小数・小数÷小数

0式と計算

・結合法則,交換法則,分配法則

0計算の見積もり

・和や差の見積もりのよさ

0分数※3

・同分母分数の加減計算

・分数の意味と整数,小数との関係

数直線や線分図を元にして考える活

動を基盤に置き,割合や単位量あたり

の大きさへとつなげる。

小学6年

0面積

・三角形,平行四

辺形,台形,ひ

し形の面積の求

め方

0倍数と約数

0分数のたし算とひき算

・約分と通分の意味とその仕方

・異分母分数の加減計算

0計算の見積もり

・積や商の見積もりのよさ

0分数X整数・分数÷整数

・分数の乗除の意味と計算の仕方

0分数X分数・分数÷分数※3

・乗数,除数の意味とその活用

0円周と円の面積

・円の面積の求め

方

係と作図

・台形,平行四辺

形,ひし形,対

角線の意味と作

図※4

中学校の文字式に関わる文章題を提

示し,それを逆思考により問題解決した

り,口を用いて解いたりする活動を行い,

文字式への抵抗感を少なくする。

<留意事項>

※3 小4で最初に出会う分数のつまづきから,中学校以降に及ほす問題点の分析を行い,4年生から6年生までの分数の内容や:

系統の再構築を行う。

※4 中学校で行う図形の論証指導のポイントは,図形を性質からとらえられることを前提として行うことである。そこで,小学:

校から,「図形を特定の性質で分類する活動」を十分に行う必要がある。そこでは,図形の様々な性質の包摂関係や演繹的関係1
に気付く活動が大切であり,様々な視点の上で分類できることが重要である。そこで,図形のもつ性質を探るための《対称性》

については必要不可欠ととらえ,その見方を育てていく。

対角線を引くこと

で,左右の形に関心

をもたせる。

ら順に調べて

0割合※3

・割合,百分率

の意味とその

活用

・帯グラフ,円

グラフのよみ

方とかき方

0体積

・体積の概念とそ

の表し方

・直方体と立方体

の体積の求め方

・複合立体の体積

の求め方

0およその形と大き

さ

・面積や体積の概

測

0立体

・直方体や立方体

の概念と展開図

・面や辺の平行,

垂直関係※4

中学校

数直線や線分図

上で元となる1あ

たりの量に着目し

た;舌動を重視する。

学年

中学1年

模型を実際に作る

活動を取り入れ,立

体図形に関する豊か

な見方を育てる。

0平均とその利用

0単位量あたりの

大きさ

・速さの概念と

その活用

0変わり方のきま

りをみつけて

0比例

0比とその利用

0割合を使って

・全体を 1 とし

て部分の割合

を考える

1章正の数・負の数

0正の数・負の数※ 1

0正の数・負の数の計算

・加法と減法

・乗法と除法

数と式

2章文字の式

0文字を使った式

0文字式の計算

3章方程式

0方程式

0方程式の利用※3

5章平面図形

0直線図形と対称

0基本の作図

0円とおうぎ形

中学2年

1章式の計算

0式の計算

・式の加法,減法

・単項式の乗法,除法

※2

図形

6章空間図形

0立体と空間図形

0立体の表面積と体積

発展課

うことに

題の中で投影図や立体の切断を扱

より,空問認識力の向上を図る。

4章比例と反比例

0比例

0反比例

0比例,反比例の利用

※5

4章図形の調べ方

0平行と合同

0証明

数量関係

3章一次関数

0一次関数とグラフ

0一次関数と方程式

0一次関数の利用

「上ヒ例定数」と「単位量」

との相応性に注目し,具体的

事象から学習を進めていく。
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数理

0文字式の利用

2章連立方程式

0連立方程式

0連立方程式の利用

中学3年

1章式の展開と因数分解

0多項式の計算

・式の乗法,除法

・乗法の公式

0因数分解

・素因数分解

・因数分解

0式の計算の利用

※3

5章図形の性質と証明(※4)

0三色形

0四角形

0円

確率では余事象として扱う内容についても学習し,現実世界の

多くの興味深い出来事から数学の有用性を感得させていく。

2章平方根

0平方根

・平方根

・平方根の値

0根号を含む式の計算

5章図形と相似

0図形と相似

0平行線と線分の比

・平行線と線分の比

・中点連結定理

6章確率

0確率の意味

0場合の数と確率

3章二次方程式

0二次方程式

・二次方程式とその解法

・二次方程式と因数分解

0二次方程式の利用※3

6章三平方の定理

0三平方の定理

0三平方の定理の利用

^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^

」

,

<留意事項>

「数の集合と四則計算」が高校に移行したことをふまえて,負の数の必要性や意義と正の数・負の数の意味理解に留息する。※1

また,負の数の導入に伴い,特に乗法の意味の獲得・形成については丁寧に指導する。

※2 用途の違いによる文字の扱い方をきちんと指導することで,算数との接続をなめらかにすると共に,3年間数学の指導全体1
を通して文字に親しみがわくようにしていくように配慮する。

※3 方程式の問題解決において,《文章から文字式を用いて立式する力》と《文字式から具体的な文章題を作成する力》の双方向1
の力を育成することが読解力の向上につながる。小学校における文章題の指導を充実させるとともに同一問題を中学校で扱う:

などの連携・評価から,力を伸ばしていきたい。

4章関数y=ax'

0関数とグラフ

0関数y=ax'の値の変化

0 関数y=ax'の利用

※7

三平方の定理では,小3の三角形の決定条件~中2の三角形の合

同条件,そして高校で学習する余弦定理までを視野に入れ,学びの
連続性や発展性を視点に内容構成を行う。

小学校からの関数領域全体を見通して,必

要に応じて,発展的な内容を加味しながら,

日常生活で与えられた情報を読み取り,それ

を適切に判断することができる力を伸ばせる

ような学習を取り入れる。

※4 図形にっいては,具体物→形→性質→関係(図形の性質を相互に関連づけて考察)→論理(証明)の学習プロセスを重視する。
小学校での「図形を特定の性質で分類する活動」をうまく引き継ぎ,図形のさまざまな性質の包摂関係や演繹的関係を勘案い
ていく活動を大切にして,図形を性質から捉えられる力を伸ばす。

※5 小学校の比例の定義《n倍ならばn倍》を中学校では, y=aXから導かれる性質となることを理解させ,「比例の見方から:

事象を捉える力」を培うことを重視する。また,比例の学習のねらいの中に,「小数・分数の乗除」の意味理解を深めるという1

1 視点を取り入れ体系的な理解を促すことにより,事象を数理的にとらえる力を伸ばしていきたい。^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^

二次方程式で,完全平方型の解法は一次方程式の解法との一貫性

から,高校の内容{解の公式Hこ移行した一般的な解法との体系的な
理解ができるところであるので大切に指導する。
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^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^
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。



理科・環境

1<題材配列一覧作成上の基本方針>

10Ⅱ年間を通して,科学的な気づき,知識・理解に裏付けられた「科学的に表現する力を育む」という視点を重視する。
10系統的な理科の学習を実現するため,小学校3年から中学3年までの7年間の領域を,1分野(「エネルギー」,「物質」),
置

2分野(「生命」,「地球」)で構成する。それに併せて,幼稚園,小学校生活科においても4領域で配列する。

10小・中学校の理科学習においては,小・中学校,及び高等学校の理科の学習内容を概観し,学習内容系統上,前段階の1

学校種において発展的な内容として取り扱えるもの(☆),取り扱う方が望ましいもの(☆)にっいて,学びの連続性1
や学年の発達段階に配慮しながら,カリキュラムに意図的・計画的に取り入れ,系統的且つスパイラルな単元配列を工1

夫する。これにより,事実認識や現象把握にとどまらず,その原因や関連性を類推し,解釈したり,説明したりする活:

動を通して,より深く内容を理解できるようにする。

10幼年期(幼稚園,小学校低学年生活科)においては,豊かな自然に触れ,親しみ,主体的に探究する活動を中心に展開:
する。

:0科学的な見方や考え方の基礎を育成するために,幼稚園での活動や小学校低学年生活科の授業に,自然の不思議さやお:

もしろさを実感する活動や,小・中学校理科の内容に関わる自然体験,原体験の場を意図的,計画的に設定する。

、.

心、

0植物を育てる(ヒマワり)

☆は発展的な内容(前段階の校園種において発展的な内容として取り扱えるもの,取り扱う方が望ましいもの)。

[:コの単元名は,異校園種で重複するもの,学習内容系統上学習する学年問が大きく開いているもの等,配慮を要する単元。
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学校区分

幼稚園

*環境

<目標>

周囲の様々

な環境に好奇

心や探究心を

もってかかわ

り,それらを

生活に取り入

れていこうと

する力を養う。

学年

3歳

児

*身近な環境(自然・物・

*いろいろ環境(友だち・

エネルギー

0いろいろな材料や自然物

を見つけ,遊びの内容に応

じて利用して遊ぶ

<ねらい>

ω身近な環境

に親しみ,自

然と触れ合う

中で様々な事

象に興味や関

心をもつ。

4歳

児

*身近な環境(自然・物・生き物)に興味を持って関わり,感触や特性の違いに気づいていく。

*身近な自然の環境の変化に興味を持ち,関心を深める。

*いろいろな材料や自然物を見つけ,遊ぴの内容に応じて利用して遊ぶ。

幼・小・中における題材配列一覧

生き物)に直接触れてみることで,それぞれの感触や心地よさを感じ楽しむ。

自然・場所)に目が向くようになり,関わって遊ぼうとする。

0秋の自然物で作って遊ぶ

(ドングリゴマ,紙に貼る

など)

0風と遊ぶ(紙飛行機,凧)

0こま遊び

物質

②身近な環境

に自分からか

かわり,発見

を楽しんだり,

考えたりし,

それを生活に

取り入れよう

とする。

0砂,泥,水に親しんで遊

5歳

児

*身近な環境(自然・物・生き物)に関わって,考えたり,試したりする中で,その性質に気づき,生かして遊ぼ

うとする。

*動植物の成長の様子に興味を持って観たり,世話をしたりする。

0自然物で作って遊ぶ(色

水作りなど)

0園庭の草花や身近な生き

物に親しむ遊び

0木の実,落ち葉を見つけ

たり,使って遊んだりする

生命

0秋の自然物を利用して,

遊ぶ(ドングリゴマ,落ち

葉,木の実など)

0風と遊ぶ(紙飛行機,凧)

0作って遊ぶ(廃材を利用

した船など)

0こま遊び

^゛

ゐ、

0冬の自然に親しんで遊ぶ

{雪,氷,つららなど}

0風と遊ぶ(紙飛行機,凧)

0いろいろな草花を見つけ

たり,集めたりする

0いろいろな生き物を見つ

けたり,採集したりする

0秋の自然物を見つけて遊

0春の自然の環境に親しみ,

草花を集めたり,作ったり

して遊ぶ

0身近な生き物を見つけた

り,調べたり,飼ったりす

る

0動物を観察したり,育て

る(ウサギ)

0植物を観察したり、育て

収穫する。(サツマイモなど)

0秋の自然物を利用して,

遊ぶ

0築山のどろんこで遊ぶ

0水を使って遊ぶ

0冬の自然と遊ぶ(雪,氷

など)

地球

1<留意事項>
1※幼稚園5歳児では、身近な自然への直接体験を通して、主体的に探求する意欲、態度を養えるように生活を構想する。
:※記載した題材は,活動例であり,すべての活動を必ず行うものではない。

.ーーー●一ーーー●一ーーーーーーーー●●●●●●一●●●一一●一ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー^ーーーーーーーーーーーーーーー"ーーーーー"●一●゛

0砂,泥,水を利用して,

ダイナミックな遊びを作る

(水迷路作り,海つくり,

団子レース)

0いろいろな土や石の特徴

に気づき、集める

0冬の自然に親しんで遊ぶ

(雪,氷,つららなど)

0秋の自然物を利用して,

遊ぶ(色水作りなど)



小学校生活科

<目標>

具体的な活

動や体験を通

して,自分と

身近な人々,

社会及び自然

とのかかわり

に関心、をもち,

自分自身や自

分の生活につ

いて考えさせ

るとともに,

その過程にお

いて生活上必

要な習慣や技

能を身に付け

させ,自立へ

の基礎を養う。

学年

<学年目標>

②自分と身近な動物や植物などの自然とのかかわりに関心をもち,自然を大切にしたり,自分たちの遊びゃ生活を

工夫したりすることができるようにする。

(3)身近な人々,社会及び自然に関する活動の楽しさを味わうとともに,それらを通して気付いたことや楽しかった

ことなどを言葉,絵,動作,劇化などにより表現できるようにする。

エネルギー

第1

学年

0つくってあそほう

(かざぐるま,やじろべえ,

こま,たこ(ゴム,風))

物質

第2

学年

0いろみずをつくろう

^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^

1<留意事項>※記載した題材・単元名は,活動例であり,すべての活動を必ず行うものではない。

小学校理科

<目標>

自然に親し

み,見通しを

もって観察,

実験などを行

い,問題解決

の能力と自然

を愛する心情

を育てるとと

もに自然の事

物・現象につ

いての理解を

図り,科学的

な見方や考え

方を養う。

生命

学年

第3

学年

0たねまきをしよう

0はなをそだてよう

0いきものとなかよしにな

ろう

0くさばなであそぼう

0あきとあそほう

0むしとあそほう

0たねとりをしよう

0ふゆとあそぼう

エネルギー

地球

2 電気のはたらき

☆へい列つなぎ/2個の豆

電球の明かりをつけよう

☆乾電池の種類と電流の強

さ調べ/回路内の電流の

強さと向き調べ

8 明かりをつけよう

9 じしゃくにつけよう

●つくってあそぼう

0やさいをそだてよう

0生きものランドをつくろ

0いしあつめ

0ふゆとあそぼう

0やさいのとり入れをしよ

物質

9 水のすがたとゆくえ

☆自然のなかの水のすがた

☆いろいろな場所の水の蒸

発調べ/霜づくり

第4

学年

●しぜんたんけんをしよう

1 植物をそだてよう

7 もののかさと力

☆空気や水を引いたときの

かさの変化調べ

生命

2 チョウをそだてよう

☆よう虫のからだをくわし

くしらべよう

8 もののかさと温度

☆水のかさが変わると重さ

が変わるか調べる

3 植物のからだをしらべよ

つ

☆いろいろな植物のからだ

のつくり

^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^

1<留意事項>

11丞工1,」、4での月・星の学習と中3の天体の学習が学年問が大きく開いており,天動説から地動説へ見方や考え方の変容が,授業を介して1
1おらず,個々人に委ねられている。そのため,中3において地動説への認識の変容が確認されないまま学習を行うことになる。これを補:

:うために,小学校6年で「学習のまとめ」の時問を設定し,スムーズな見方や考え方の変換ができるようにする。」
,ー、ーー^ーーーーーーーーーーー、ーーー』...ー......ーーー.ーーーー.ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー.』一ー..ーーーーーーーーーーー.ーーーーーーーーーー●●●一ーーーーー^ーー、^ーーーー

5 星の動き

☆星の1日の動き11 もののあたたまりかた

☆いろいろなコップのあた

たまりかた調べ

6日なたと日かげをくらべ

よう

地球

●冬の星

☆星座や星の物語調べ

※1

7 光を当てよう

☆いろいろなものに日光を

当ててみよう

4 こん虫をしらべよう

☆こん虫でない虫/どこに

かくれているのかな

★は発展的な内容(前段階の校園種において発展的な内容として取り扱えるもの,取り扱う方が望ましいもの)。

[ニ]の単元名は,異校園種で重複するもの,学習内容系統上学習する学年間が大きく開いているもの等,配慮を要する単元。
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5 花と実をしらべよう

1 あたたかくなると

☆サクラなどの木のようす

を調べよう

3 暑くなると

☆あたたかさによる樹木な

どの変化調べ

☆春から夏の植物や動物の

くらし

4月の動き

☆月のもよう/☆月の表面

の観察

●夏の星

☆北極星さがし/星座や星

の物語調べ

6 すずしくなると

☆あたたかさによる樹木な

どの変化調べ

一
つ

一
つ
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中学校理科

<目標>

自然に対す

る関心を高め,

目的意識を

もって観察,

実験などを行

い,科学的に

調べる能力と

態度を育てる

とともに自然

の事物・現象

についての理

解を深め,科

学的な見方や

考え方を養う。

学年

第1

学年 1 身のまわりの現象

1章光の世界

2章音の世界

3章いろいろな力の世界

☆重力と質量

☆力の大きさとばねのの

び

☆2力の合力

☆水圧と浮力

☆水圧と浮力

エネルギー

2 身のまわりの物質

1章身のまわりの物質と

その性質

☆密度の計算.うきしずみ

物質

第2

学年

3 電流

1章静電気と電流

2章電流のはたらき

☆電力と電力量

2章水溶液の性質

☆溶液の濃度

※3

0春をさがしに

1 植物の世界

3章物質のすがたと状態

変化

☆昇華

☆磁界どうしのはたらき

ムし)

☆直流と交流

生命

第3

学年

0植物の生活とからだのし

くみ

1章花のつくりと

はたらき

5 運動と力

1章物体の運動

☆落下運動

☆作用・反作用の法則

2章運動と力

4 化学変化と原子・分子

1章物質の変化

☆原子の構造とイオン

2章葉のつくりとはたら

き匿刃
3章根と茎のつくりと

はたらき

0水の惑星地球大地の変化

2章物質どうしの

化学変化

☆物質の質量の比と原子

の質量の比

2 大地の変化

1章火をふく大地

2章ゆれる大地

☆地震の起こるしくみ

地球

4章植物のなかま

☆種子をつくらない植物

3 動物の世界

0動物の世界へようこそ

1章動物の行動とからだ

のしくみ

2章動物のからだのはた

らき

☆心臓と肺の動き方

3章動物のなかま

3章地層から読みとる

大地の変化

6 エネルギー

1章いろいろなエネルギー

☆仕事とエネルギー

2章化学変化とエネルギー

☆燃料と燃焼

7 科学技術と人問

1章エネルギー資源の利用

☆電気エネルギー消費量

終章科学技術の進歩と人間生活

8 科学技術の進歩と人問生活(選択)

※5

6 生物の細胞とふえ方

1章細胞の世界

☆細胞分裂の準備

2章生物の子孫の残し方

☆いろいろな生物の染色

体の数

☆親に見られない形質が

子に現われる理由

※2

4 天気とその変化

1章気隷を見る目

1<留意事項>
11愛1ヨノ1、4での月・星の学習と中3の天体の学習が学年間が大きく開いており,天動説から地動説へ見方や考え方の変容が,授業を介して1
1おらず,個々人に委ねられている。そのため,中3において地動説への認識の変容が確認されないまま学習を行うことになる。これを補:
うために,小学校6年で「学習のまとめ」の時間を設定し,スムーズな見方や考え方の変換ができるようにする。

11丞亙,'F今,従来にまして「いのち」の大切さを考える生命首重の教育や内分の生き方を見っめる教育が重要となっていることを踏まえ,
:小5 「動物の誕生」中3 「生物の子孫の残し方'において,特に人の発生に関わる内容にっいて,小・中学校で連携して重点的に指導を1
1行うようにする。

11憂亙]中和の学習内容が,小6,中 1で重なるので,小6で発展的に扱い,中 1ではその現象の確認にとどまらず,モデルなどを使用して:
:現象を説明するなどの発展的な学習を取り入れるようにする。

If璽三])モ合成の学習内容が,小6,中 1で重なるので,小6で発展的に扱い,中 1ではその現象の確認、にとどまらず,その現象にっいて説1
1明する活動などの発展的な学習を取り入れるようにする。

If重回ンk地のっくりの学習内容が,小6,中 1で重なるので,小6で発展的に扱い,中 1ではその現象の確認にとどまらず,モデルなどを1
:使用して現象を説明するなどの発展的な学習を取り入れるようにする。

8

2章空気中の水蒸気の

変化

3章前線と天気の変化

日本の天気

5 地球と宇宙

0夜空をながめてみよう

自然と人間生活(選択)

7 自然と人間

1章自然のなかの生物

2章自然と環境保全

終章自然と人間生活

1章地球の運動と天体の

動き

2章惑星と恒星

☆月の満ち欠け

3章宇宙の広がり

※1

☆は発展的な内容(前段階の校園種において発展的な内容として取り扱えるもの,取り扱う方が望ましいもの)。

[:コの単元名は,異校園種で重複するもの,学習内容系統上学習する学年問が大きく開いているもの等,配慮を要する単元。
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音楽・表現

鑑賞

優れた芸術こ出会ったときに,そのよさに,城レD力濯さぶられるような確力、な感性を育てる。
表現すること力礫しい,自分の表現を見たり,卿、たりしてもらうことがうれしいと思えるような※纖を幼児期から積み重ねていく。
幼リj>中一貫の中で,扱う跡オ弌楽曲d)j璽続性を視野に入才し,系統約で効果釣な教材尺楽曲d酒三亙リを工夫し実践していく。
異学年の交流や合同学習を通して音楽的な感受4)醸成弌技術劉昌ゾYズン効果釣な学習の場を系撤勺にヨ値し!麹茂・検証する。
一貫教育のカリキュラムの中では児童・生徒が高学年の生徒にあこがれや夢をもてるような場昊姿を示せるようする。樹こガ坪緬において
は,小・中学生の音楽活動を見たり狼、たりする機会を持ち,豊かな感性をもったり,あこがオτの支詩ちをもったり、きるようにする。
音契こ関わる1^(音楽会矣鋸責会等)癌大切な柱としてと'らえ,幼・小・中間'教需む・亙徒・児童の相互交流癌=十画的に実施してぃく。

学牧区分

匝歴回

、

0は題材名●は他領域との関車題材※は異学年交流に関わる題材(下三B参照)

※表現
感じたことや自分なりに表現すること
を通して、豊かな感性や表現する力
を麹、、倉'創生を豊力、1こする。

子し

1 ねらい

(1)いろいろなものの美しさなどに
対する豊力、な馴蛯もつ。

(2)愈二たことや考えたことを自分な
り1こ表現して楽しむ。

(3)生舌の中でイメージを豊力、にし、
様々な表現を楽しむ。

つ

題材配列一覧表作成の基本方針
るJし月

学年

にして 1 してい

0幻^商要領1こおいて、音梨よ
領域「表珊の中に含ま才Lる。幼児
にとっての音剰ま、りズム・メロデ
イ・^よどを感蝉的こ受け止め、
身体全体て液現していく総合白サよ
表現活動である。

3歳!戸、

※の口しのでいいよ日に
だしてみたりしようとする。

表現:歌唱

幼・小・中におけるをゑ材配列一覧

※学級のみんなで歌ったり、音楽に合わせて自分なりの身体表現をしたりして楽しむ。
0季鮎iの訓よどをみんな
で歌う

0

:0身の回りのもの!こ,S吋1て音を出してみたり、身
:の回りの音こ合わせて身体を謝、して遊S;
' 0りズムなど自由1こ表現する,

0簡彰よ手遊びを楽しむ'
0音剰こ合わせて自由に身体を謝、して遊んだりする

4歳児

..

ら、自分なり1こ表現する。
※学級d)み・んなと一樹こ歌を歌ったり、友達と一樹こ踊ったりすることを楽しむ。

表現:器楽

小学

に

,0カップや空き御よどで音の出るものを作り、りズムを

0学敷のみ.んなで歌を歌う,楽しむ

.0筒単よりズム楽器で音を出してみる

:'0ふし、りズムなどを自由1こ表現する0手遊びを楽しむ'

0音梨こ合わせて身体を到め、したり、δmあい遊びをしたり

する(ダンス、なべなべそこぬけ、かもつれっしゃなとう

、
、

0いし倍を見つけ
て遡まう
「虫のこえ」「力号ま

ちゃ」

の日

5歳児

つて、1し、

※より

表現:創作

しむ。
※友だちと^こ歌っナーリ演奏したりする中で、音楽的な表現をする楽しさを味わう。

0うたでなかよし「ひらいたひらし寸司他
「(X^」のりズムであ
ぼう

「じゃ人Xナんオしっしゃ」
「ぶんぶんぶん」「とんくるり人オまんくるり
ん」他

0歌声であそぼう
レ、レノレヤ」「らいお人y)うた」他

0ようすをおもいう力火て
「かたく力りのうた」「うみ」「おしょうが
つ」他

(嵐持ちを込めて歌お'う
「きみがよ」他

:0簡単ナよりズム楽器を使ってりズムを梨"子゛、友達とー
()学^んなπ病やりズ:絢こ演奏する。(タンバリン、カスタネツト、

トライアングル、すず、マラカスなとうムを合才コせ歌を歌う
0手遊び、,SILあい遊びを楽しむ
0遊び副こ合わせて身体を劃功、して剰"む。(縄詮びなど)
0音梨こ合わせた身体表現を倉bて梨一む。(ダンスなど)

い日の

表現.歌唱

つ二 、

のつてみこ、り厶し

つて、

でいろい

鑑賞

0いろいろな音楽を
^、楽しさや心地
よさを感じる

'白

0音楽のしんぞうの音て・あそぼう
卿渚0并お均「たぬきのたいこ」
他

●ようすをおもいう力火て
「おどるこねこ」

()歌て一中良し
「かくれ人元ま」「え力ゞコbπアきょうも」「ロン
ドン樹他

0ドレミであそぼう「ドレミd)歌」他
02;白子のりズムであそぼう「山のポルカ」
他

03;白子のりズムであそぼう「いる力壮ざ
んぶらこ」

0ようすを思い浮力火て
「ゆうやιナこやけ」他

0気持ちを込めて歌お'う
「はるがきた」「木のはのゆうびん」他

、

白

(^、^ニカと仲良くなろう
「どんぐりさ人四)ネ塚」「1士ずぱ
すはしる」他

0き才しし屯者で寅奏しよう「おち

●2キ白子のりズムであそぼう
「トノレコ行進曲」

●楽器の音を合わせよう
「^おんがく力、、」

●ようすを思い浮力yミて
「口笛ふきと子犬」

表現:器楽

ば」.^刃._"_.,.___________
、6、「だん」「たテ三j ゐ1)ヌムであぞ

一ι

こししょ

ぼう
「ぶ人';ハ,ε;ん」
「てをたたきましょう」
「とんくるりん

ぱんくるりん」

、

0し、ろいろな音楽を^

楽しさや心地よさを感じ

る

※1

、

ガ呼佑翻年長の「りズ'^こよる演奏」とd惇校1年生の「き松、な音で演奏しよう」{こお'いて,21亘雁度の
交所霞業を持ち異学年でのf}1司演奏をずることで炊のようなねらいに迫りたレ、倒櫃部=ムとα万劃艶を図りながら進めたいΩ
<捌呼倒翻>門畔生a)^,~ーモニカによる演熟こ"封1ることで音楽の広カミリを感受レ」゛聲毛~豺醐10鴻とする。
<d学1年生>幻圷倒鬪児と合伺で,舌動することで,仲良く音楽を楽しもうとする態度を育万兌する。
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表

よらり

(^ハ・"モニカの名人になろう
「カ、つこう」「かえるのうた」

く檪器の音を合才)せよう
「え力ゞコ劼功^、て」
「こぐまの2月」

0いし倍見つけて
遡まう
「がっきたんけ
人ノ」
「きらきらぼし」

創作

0いろいろな音楽を聴

き、楽しさや心地よさを
愈二たり,情景を思い
浮かべたりする

二し

よ

学
年

少
子
1
年

1
午
6
年
通
年
で
「
み
ん
な
で
あ
わ
せ
て
演
奏
し
よ
う
」
(
急
西
を
開

設
し
,
互
い
の
音
を
よ
驫
き
,
歌
っ
た
り
演
奏
し
た
り
す
晶
力
婁
う
。

少
子
星

0
0
0
0
0
 
0



小学校 0友だちと歌おう

「春の小川」「茶つみ」他

0ドレミになれよう

「ドレミで歌おう」他

0ふしの1寺徴を感じ取ろう

「富士山」「七つの子」

0気持ちを込めて歌おう

「あの空のように」「,ー('きな松

江」「君に会えて」

/1、

表現:歌唱

0りコーダーとなかよし

になろう

「しっ1纛しー」「小さな

花」他

0ぼくもわたしもたてぶ

え名人

「さようなら」「笛はとも

だち」他

0音をききあって合オ)せ

よう

「あの雲のように」レぐ

フ」

表現:器楽

0ふしを感じ生力、して演奏しよ

う

「陽気な矧脹」他

0日本の音梨こ親しもう

「各地の駐密」

●音楽力、ら場面を想像して聴こ

う

「つるのおん返し」

表現:創作

0いろいろな

音の違いを

感じ取ろう

「お菓子の好

きな鬮去使

い」

0歌と楽器をあわせて楽

しもう

「とんび」

●いろいろな音の広がり

の違いを感じ取ろう

0場面を想像して

「ハックノンくりイフィン」

0金管鷲肋音色1こ親しも

0ふしの重なり合いを感じ取ろ

う

「いつでもあの海は」「やさしい

風に」

0和音の豊力、な響きを味わおう

「静かに"民れ」「それ1ネ1陟求」

0曲想を感じ取ろう

「冬景包「秋にさよなら」

0日本の歌曲を味わおう

「スキーの歌

鑑賞

「狩人の合0昌」「トランペッ

トふきの休日」他

「グループ牙11のミ果題曲

発表会」

匝

●歌と楽器を

あわせて楽

しもう

「歌のにじ」

0いろいろな

音の広がり

の違いを感

じ取ろう

「いろんな木

の実」「音の

二b^ーノ叉

ノレ」

巨k回小学4年生の「いろいろな音の広がりの違いを感じ取ろう」と中学2年生選択音楽の「アンサンブルの広がり
を探ろう」において2回程度の交流活動を行い最終時に発表会を開き成果を披露することで次のようなねらい
に迫りたい。

<小学4年生>複数の旋律の重なりや音の広がりを楽しんで演奏し,聴き合うことができる。

<中学2年生>中心となってグループをまとめ,より美しい音楽を倉11りあげることができる。

0いろいろな響きを味わ

おう

「渡り鳥と少年」他

●ふしを感じ生力、して演奏

しよう

「ピチカートポノレカ」

「愛のネ見察」他

0木管難即墻色1こ親しも

う「クラリネットポルカ」

「バディネリ」他

0音楽力喝場面を想像して

聴こう「魔法惚、の弟子」

西 小学佼5年生の「いろいろな響きを味わおう」おいては,中学校のオーケストラ部員によるコンサートを鑑賞

して身近に実際の楽器の響きを感じる機会を設定する。その際,学部とも連携し大学教官や学生による独奏等

も加えることにより多様な編成の楽曲になるようにする。

0日本のふし

をつくろう

「おはやしづ

くり」

0アジアの音楽1こ親しもう

「アリラン」「まつり花」他

●いろいろな響きを味わお

つ ...

「美しきロスマリン」「白

鳥」「威風堂々第1番」

●曲想を感じ取ろう

「アイネクライネナハトム

ジーク」

●日本の歌曲を味わおう

「浜辺の貌「まちぽうけ」

「ヌ誠の月」

0す玄難§の^1こ親しもう

ピアノ5重奏「ます」
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年



小学校

/1、

0ふしの重なり合いを感じ取ろ

表現:歌唱

「おぼろ月夜」「ラバースコンチ

エノレト」

0世界の音剰こ親しもう

「わ刈よ海の子」「こげよマイケ

ノレ」他

0いろいろな響きを味わおう

「星空はいつも」「風を切って」

0重なり合う音の美しさを味わ

おう「ふるさと」「星の世界」

他※6

中学校

0アルトリコーダー1こ親

しもうE長同
キラキラ星2重奏

スケーノレ他

表現:器楽

0入学の喜び

「校罰レくフ」

0自分の声を知ろう

「明日というブく空」

Oj昆声合唱を楽しもう

「夢の世界を」噛由曲」

0詩情を味わおう

「花の街」「赤とんぼ」

0アカペラの響き

「ふるさと」

0合唱の楽しみ

「マイバラード」他

0曲想を感じ取ろう

「木星」他

表現.創H乍

●日本の音梨こ親しもう

「箏に親しむ」

OAR検定に挑もう

検定用テキスト

0パートの役寄1と重なり

「翼をください」「勇気をくださ

い」

0美しい日本の歌

「夏の思い出」「夏の日の贈り物」

0混声合唱を楽しもう

「心の中にきらめいて」他

0美しし圖嬪の追求

「サンタルチア」

0豊力け高昆声合唱を求めて

「そのままの君で」他

●いろいろな響きを味わお

うレト犬のワルツ」「茶色

のd゛囿

●重なり合う音の美しさを

味わおう「赤とんぼ」「箱

樹＼与訂

●曲想を感じ取ろう

「木星」

0日本の音梨こ親しもう

「春の海」「飽X天楽今様」

鑑賞

0りズムアンサンブルに

制戯しよう

●りズムアン

サンブル

に制戯しよ

0美しいアンサンブルを

創ろう

「コンドノWガ獲んでい

く」

0日本の歌曲を味わおう

「花」

0合唱の喜び

「大卦蛤贇眞「歌え歌え」他

0バロック音楽1こ親しもう

「春」他

0栃吾と音楽

「魔王」「モルダウ」

0オーケストラの豊力、な響

き「アッピア街道の松」

0日本とアジアの音楽

「越天楽」「陵王舌U芋」他

0アンサンブルの広がり

を探ろう鰹拠

任意楽曲

歴回小4と合同学習

※4 小学4年生の「いろいろな音の広がりの違いを感じ取ろう」と中学2年生選択音楽の「アンサンブルの広がり
を探ろう」において2回程度の交流活動を行い最終時に発表会を開き成果を披露することで次のようなねらい

に迫りたい。

<小学4年生>複数の旋律の重なりや音の広がりを楽しんで演奏し,聴き合うことができる。

<中学2年生>中心となってグノレープをまとめ,より美しい音楽始りりあげることができる。

小学6年生からアルトリコーダーを取り入れる。

小学6年生で中学3年生の混声合唱にふれる。

0美しいアン

サンブルを

創ろう

0和太鼓に割幟

(アンサンブルと即興

演奏)

0旋律の重なりと響き

レ上フーガ」他

0音楽の仕組みとオーケス

トラの響き嗹命」他

0総合芸術の魅力

「アイーダ」泊鳥の湖」

他

0和太鼓に挑

戦

(アンサンブ

ルと即興演

奏)

●日本の歌曲を味わおう

「花」「砂山」他

0音楽と餐踏の楽しみ

「スペインの音楽」

0オペラの名シーンを見よ
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0和太鼓1こ親しもう
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助麺
始業式園歌

園歌弐

入園式園歌お迎えの歌岫は毎年変わる)「きみたちきょうから友だちだ」等

イ彦了式園歌修了児の歌岫は毎年変わる)「ありがとうこころをこめて」等

学市支行事においての3校園のつな力札火こついて

小6力力学年で参加する

「りズム」

毎月の誕生会おめでとう誕生の歌・季食"の歌

音楽会鑑賞・参力の大郭完生の演奏を聴いたり

いっしょに歌ったりする

※年長児が小学校への参加(演奏・鑑賞)は今後の取り組みとして

取り上げたいが,2月実施であれば参加が難しい。
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匝霊
音楽会2月各学年の発表(歌矣唱礫)

新しい仲間
月の歌

お別才喋会

夏祭り附小音頭

始業式校歌

終業式校歌

入学式君が代校歌お迎えの歌等

卒業式君が代校歌遡辛の歌翫辛の歌

合唱団結成^・NHK合唱コンクール参加

匝霊
校内音楽会11月各学級の合口昌の発表(課題曲と自由劇

始業式校歌

業式 校歌

君が代校歌マイバラード学式

君が代校歌仰げ1弐尊し

「附中コンサート」 11月(音隔動)オーケストラ部と

コーラス部の発表美都テ部の作品展

仁

/1畔中文の音楽会練習に年長の

園児力珍加する。

中料,交の教諭力僕技的なキ旨導

に協力する。

これまでのところ上記のような行事を各校園で実施している。矢印で示したところについては,平成18年度末ま

でに実施してきた交流の内容及て坪成19年度から実践可能と思われる活動を表している。平成19年度に向けて学

樹テ事弌數務的な検討事項をクリアしながら,1評来的には3校園合同での「音楽会」の開催に向けての準備をしてい

きたい。また,課タ'隔動共矧婚動において1よレ嫩的自由な裁量で交流が可能であるため,平成19年度より具体的に

着手していきたい。

ぐコ
中料,交の教諭力僕技的なキ旨導

に協力する。

/1学生の児童が,中学生のク

ラス発表を鑑賞する

中学市文との合同練習をする

音楽会の審査員として大

学教官と小学校の音楽教

諭力珍加する。

仁

⇔
仁
仁



年齢・学年

中3

中2

発達段階における身体能力

中1

筋力のアップ

6年

動きの先取りが容
易になる

動きの

5年

正確性

意識的な身体コント
ロールができるよう
になる

心身の発達段階における学ぴ方の深まり

運動学

4年

状況の
変化,
手の動
きに対し
ての変

動きの共
感と節約
性がうまれ
る

動きが安定してくる
感覚が確立してくる

運動学習の仕方

3年

゛.

選択(領域・種目)課
題解決方法の工
夫,仲間との協力,
PDCAサイクル

2年

体育場面で大切にした
いこと

思考面と
身体面
の関係
が成り立
つ

基本形態
の組み合

わせ運動
ができるよ
うになる

課題にあった運動
へ挑戦する・挑戦で
きる

1年

・精一杯からだを動かす
楽しさ,喜び,自分自身
を知り,より高まっていこ
うとする気持ち
・仲間と積極的にかかわ
り合いながら学習を進め
ようとする気持ち

他人と協力したり.
いろいろな状況の中
で身に付いた技能を
使えるようにする学
習

5歳

運動感覚
づくりのま
とめの時
期(神経
系の発
達)

・選択制授業を中心{こして.生徒自身が
課題解決の方法を計画,実行,評価.
改善するPDCAサイクルを生かした授
業づくり

調和的・流動的
バランス的

こつが

つかめ

るよう
になっ
てくる

学晋の組み方

4歳

・まかせる場の工夫
・多様な運動経験からの
自在位相の確立

・選択制授業を段階的に増やしながら,
生徒がより主体性をもって,取り組むこ
とができる授業づくり

動きの不確かさ(安
定しない)

・単一種目での技能獲得や,体力の増
進をめざしながら,学び方を学ぶ。

・わかるよろこび
・個人のめあての変容
・図式化位相の確立

できる運動をよりよ
いものにする学習

成功体験
の重視と
活発性を
いかした

運動の
シヤワー

むだ
な動
きが

多い

願う子どもの姿

・選択制の導入
・自分の体力と運動能力を知る

・規範性
・いし、動きと悪い動きの
とらえ

①自分にあった課題を持ち,その達成の
ために工夫し,精一杯運動することができ
る。

②自分の体や心に関心をもち,健康の保
持.増進,体力の向上のため,積極的に
行動できる。
③仲間との交流を通し,できた喜びゃわ
かる楽しさを,分かち合うことができる。

・自分の体と向き合わせる展開
,明確な共有目標と個人の具体的目標
の設定

・動きの統一性
・仲間意識

できない運動を覚え
る学習

運動発
達の順
序性が
顕著に

・めあての明確な設定
・かかわりを重視した展開
・こつみつけの場面設定

みられる

・きまりの必要性
・友だちのいい動きのと
らえ

・みてみてへの対応と,すごいねという
共感

・動きに没頭する

・くらしに広げる
・自分らしさやよさを生かす

・めあての明確化
・個人と仲聞のかかわりあい
・こつをみつけの場面設定
・できそうだという積み上げ

・多様な動きへの接触
・やってみたいの連続
(まねる)

・集団行動

・自分に合っためあてをもつ
・ふりかえる

・目標設定の具体化
・めあての具体化
・アナロゴンを意識した教材つくり
・やくそくつくり

・自分を試す場の用意

・目標設定の具体化
・めあての具体化
・アナロゴンを意識した教材つくり
・やくそくつくり

・見通しをもつ

・有能感を育てる
・自己肯定感

・動きの広がり

・集団の中で自分の力を試そうとしよう

・友だちとのつながり
・動きづくり

1
 
一
心
0
 
1



体育・健康

0幼稚園児は,遊びの中にいろいろな基本運動の要素が含まれていることに注視し,発達の個人差に配慮して必要な支援を行う。また,発達に応じて,学級や学
年単位の集団でする活動を設定する。
0ボール運動及び球技における系統性の重視及び態度面を重要視する。
0各運動領域において,大切にしたい感覚や,学習を組む上でねらいの重点としたものをあげる。

その有効性を今後探っていく。0欄外には体育的行事において,交流が友好的であるもの(校内マラソン・体育会の種目等)をあげ,
0運動カルテを作成し,記録から子どもたちの実態をとらえるとともに,指導の一貫性をもたせる。

学校区分

大切にしたい運動・運動感覚配列一覧表

学年

走・跳遊び

・先生や友達に親しみ,心のつながりや安定感をもって遊ぶ。
・友達と一緒にいろいろな身体運動を喜んでする。
・身の回りの物の片づけや衣服の始末など少しずつ自分でしようとする。
・手洗いうがいをしようとする。
・遊具や用具の安全な使い方を知る。

3j歳上E己
・おもいきり走る

・高いところから
跳び降りる
・両足,けんけん

跳び

力試し遊び

幼稚園

用具あそび

・つなのひっ
ぱりっこ

・先生や友達に親しみ,心のつながりや安定感をもって遊ぶ。
・自分の力を試したり,挑んだり,繰り返し続けていく。
・自分に自身をもち,自力で取り組もうとする。
・身の回りを清潔にし,衣服の着脱・物の始末や片づけが自分でできる。
・自分のからだの健康や成長に関心をもつ。
・安全に注意して遊ぶ。

基本の運動

4j歳上f己

器械・器具あそび

・ぶらんこをこ
ぐ
・アスレチック

遊具に挑む
(ノ丈ランス合う
期,登り)

幼・小・中における配列一覧

,かけっこ

・跳び箱からの跳
躍
・高い跳び箱から
の跳躍

作成の基本方針

・三輪車
・補助付き自転車

水あそぴ

・数人でつな
ひき

・机やマットを
運ぶ

・おすもう ・なべなべ
そこぬけ

など

表現りズムあそび

・フKの中で自由
に歩く

・う人ノてい
・,ぶら人ノこ」ι
ち
・シーソー

・鉄棒ぶらさがり
・片足かけ

・音楽のりズムを感
じながら身体の動き
を合わせようとする。

おにあそび

ゲーム

・7Kの中で顔つ
け
・水の中を歩く
・7Kの中で跳ぶ

・おいかけっこ

ボールゲーム

・りズムに合わせて
身体運動・表現する
・数人の友達と協応
表現ができる。
・スキップ

・動いているボール
をおいかける

・動いているボール
を取る

集団あそび

・簡単なルールのあ
るおにごっこ

・走る,止まる,身を
交わすなどの空問
を利用した動きがで
きる。

・かごめなど

・走りながらボール
を蹴る。
・「サッカー」を模倣
した簡単なルール

のあるボール遊び
・ボール投げ

・ハンカチお
し

・かもつ列

1
 
一
心
一
 
1



学校区分 学年

走・跳遊び

幼稚園

・学級,学年で同一の活動に向かって相談したり,協力したりして取り組む。
・集団でする運動あそびのルールを知り,守って遊ぶ。
・家庭や幼稚園における生活りズムを身に付け,見通しをもって自分たちで生活の場を整える。
・年長児としての有能感や貴任感をもち,周りの安全にも気をつけてあそぶ。

5歳児

力試し遊び

・りレー競争
・長なわとび

・なわとび
・跳び箱(開脚・4
~5段)

用具あそび

・跳び箱や
マット,平均

台を運んだ
り,片づけた
りする
・山登り

基本の運動

幼・小・中における運動・運動感覚配列一覧

・目標に向かって
走る

・両足とびやけん
けんのりズム

・1分間程度走り
続ける

1年

器械・器具あそび

小学校

・うんていを
最後まで渡る
・ポール登り

・あざらしで2
nl

・補助なし自転車に
挑む

・鉄棒とびのり
前回りおり

・川跳びやゴム跳
びでいろいろな跳
び方ができる
・2分程度走り続
ける

水あそび

・マットが運べ
る

2年

・2人で輪の
ころがしあい
・1回旋1跳
躍

・腕立て周り
で1周できる
・おんぶする
ことができる

表現りズムあそぴ

・フKの中で浮力

を感じる
,沈めた石を拾

・前転後転
・かべのぼり逆立ち
・跳び箱への飛び
上がり,飛び下り
・鉄棒での支持とぶ
らさがり

・ボールつき
・りズムよく短

なわ

・スキッ

・ギャロップを組み合
わせたりズム運動

おにあそぴ

・フK中じゃんけ
んや石ひろい

・こわがらず顔
つけ

・ゆりかごからのお
きあがり
・壁逆立ち
・だんごむし

・ふとんほしからお
きあがり

ゲーム

・いろいろな種類の
おにごっこUレール
を知って遊ぶ)

・全身で弾んで踊る
・特徴のある動きで
即興的に

ボールゲーム

・ボビング
・力をぬくこと

・サッカー

・ドッジボールの大
まかなルールを
知って遊ぶ
・ボールを蹴る

・ボールを受ける
・相手とキャッチ
ボール

集団あそび

・スピードの変化
・ぶつからないで走
る

・友達と自由に踊る
・様子をとらえて続け
て踊る

・だるまさん
がころんだ
・フルーツノ凡

スケット

・椅子とり
ゲームなど

・みんなで楽しめる

ルールを工夫する
・勝敗を素直に受け
入れる

・投げる,たたく,打
つ,握る,はじく,蹴
る運動

・ルールの工夫 ・みんなで楽しめ
るルールを工夫
する
・勝敗を素直に受
け入れる

・足でボールを扱
う感覚
・狙ったところに
ボールを投げる
・自分に向かって

^

、
つ
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学校区, 学年

・30mを全力で走りきる・いろいろ
な障害物を跳び越す
・3分一定のぺースで走りきれる

走・跳の運動

3年

力試しの
運動

小学校

・50m程度を全力で走りきる
・立ち幅,立ち高
・4分一定のぺースで走りきれる

・手押し車
で歩くこと
ができる
・おんぶし
て歩くこと
ができる

用具を操
作する運
動

4年

走・跳の運動

幼・小・中における運動・運動心、覚配列一覧

・大縄の回
し方
・ぱっとを
ふってボー
ルにあてる

器械・器具を使っての運
動

・かえるの足うち
・ブリッジ
・タイヤ跳び
・馬とび
・開脚とび
・前回り下り

力試しの
運動

短距離・リ
レー

・腕立て伏
臥屈伸が
できる
・お人,ぶで
5m程度あ
るくことが
できる

陸上運動

・最後まで
全力で走り
きる

用具を操
作する運

動

5年

ノ、^ド

ル走

浮く・泳ぐ
運動

・8の字1
分間で60
回
・短なわの
技に挑戦

・3歩で
走りぬ
ける

走り
幅

・1回息継
ぎのクロー
ルと平泳ぎ
・ストリー

ムライン

マツト

表現運動

・前転後
転
・側方倒
立回転
・ロン

ダート

・前方倒
立回転

走り高

器械運動

・りズム1こ

のって弾ん
で踊る
簡単なひと
流れの動
き

・短助
走から
の跳び

鉄棒

体つくり

・逆上が
り
・こうもり
δ、リ
・だるま

回り
・前方支
持回転
・後方支
持回転

バスケット
ボール型

体ほぐし

・けがの防
止

・心の健康

・友だちと
のチヤレン

ジゲーム

跳び箱

・ルールつくりの工夫
・型に応じた作戦の工夫
・勝敗を素直に受け入れる

体力を高
める運動

・台上目1」
云

・はねと

サッカー
型

水泳

・相手ボー
ルになった
ら早く戻っ
て守ること
ができる
・シ,ユ^ト,

ドリブル,
ノくス

・一定の
ペースで5

分程度走
れる
・腕立て伏
臥屈伸が5
回以上

・10rn手呈
度の平泳
ぎとクロー
ル

゛

・切り返
し系の
完咸

表現運動

ベースボール型

・ボール
をキープ
する

・友達と自
由に楽しく
踊る
・場面を工
夫して踊る

・ボールがとんでく
るところに動いて,
ボールを捕球
(手・足に当てる)
する
・アウト1こならない
ように走塁するこ
とができる

保健

水泳

・ドリブル
とノくス

・平泳ぎの
完成(25
m)

・毎日の生
活と健康

表現運動

ボール運動

・群の動き
を工夫して
簡単なひと
流れ
・地域の民
謡の特徴
をとらえて

バスケット

保健

・型に応じた作戦の工夫
・勝敗を素直に受け入れる
・審判の仕方

・育ちゆく体
とわたし

サッカー

・空間認識
能力
・コンビ

・相手の攻
撃を邪魔
するポジ
ショーング
・攻撃に参
加するた
めのポジ
ショーング

ソフトボー
ル

・足で正確
にパス

・キックの
種類
・空間認
識

ソフトバ
レー型

・いろいろ

なボール
でのキャッ
チボール
・ゴロやフ

ライの捕
球や送球
の技能
^^

.ノ＼ツつーイ

ング及び
走塁

保健

・とすの
重要性
・ボール
をつない
で相手
コート1こ

かえせる

1
 
一
心
ω
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学校区分 学年
陸上運動

小学校

短距
離・リ
レー

・ダッ

ハードル
走

6年

ンユ

マークを
利用し
たバトン
ノくス

・速い3歩
のりズム

走り幅

・踏み
切った
後の足
のひろ

がり

走り高

学年

体つくり

体ほぐし

・友だち
といっ

しょに

短距
離・リ
レー

体力を高め
る運動

幼・小・中における運動・運動感覚一覧

・スター
トダッ
ソユ

・中間疾
走
・フイ

ーツシュ

・ストラ

イドの変

・一定の
ペースで5

分程度走
れる・腕立

て伏臥屈伸
が5回以上

陸上運動

ハードル

走

1年

中学校

・健康な
生活と疾
病の予防

マツト

・りズミカ
ルなイン
ターノVレ
・ハードリ
ング

器械運動

走り幅

鉄棒

走り高

跳び箱

2年

水泳

体つくり

体ほぐし

・仲間と
交流

表現運動

体力を高め
る運動

・スピー

ドのあ
る助走
・踏み
切り

・柔軟性
・一定の
ペースで1

0分程度走
られる

・6

3年

・君羊がい
きる表現
を工夫し
て表現
・日本や

世界の
フオーク
ダンスの
動きの特
徴をとら
えて

・クロー

ルの完成
(25m)

.でチ÷'Ⅱ':冨舌、/「、^玄赤'ぜ主 1一で吟'Ⅱ.士品/七h、信生^ーペ'/1.1TI,プゞ台皇 F存^メニ^ウ日1

・組み
合わせ

と子父の口伺父内マラソン夫

バスケッ
ト

・型に応じた作戦の工夫
・個人の役割分担
・審判の仕方

・仲間と
父流

ボール運動

・組み合
わせ
・倒立

サッカー

・相手の

攻撃を邪
魔するポ
ジショーン
グ

・攻撃に
参加する
ためのボ
ジショーン

・柔軟性
・一定の
ペースで1

5分程度走
られる
・サーキット
トレーニン

グ
・りズミ
カルな
助走

力強い
踏み切
り
.ワ'口重

ソフト

ボール

水泳

・はねと
びの完

・ゲーム

を楽しむ

・仲間と
交流

ソフトバ
レー型

ダンス

・長く続
けて泳ぐ

・力強い
踏切り

・ゴロや

フライの
捕球や
送球の
技能
.ノΥソフイ

ング

・走曼

也

・柔軟性
・一定の
ペースで2

0分程度走
られる

る

・りズム
にあった
動きを考
え表現
する

・ボール
がとんで
くるところ

に動い
て,ボー
ルを捕球
(手・足
に当て
る)する

保健

バスケッ
ト

・決めら
れた場所
や相手を
守ること
ができる
・個人的

技術と戦
術の向上

球技

サッカー

・個人的
技術と
戦術の
向上

ノ、ンド

ボール

・テーマ1こ

あった動
きを探ら
れる
・動きによ
る感情の
表現

サー

・決めら
れた場
所や相
手を守る
ことがで

きる

・病気の
予防

ノ{レ^

ボール

十堕キ首土.4二F二

・攻守の
切り替え
の早い
ゲームが
できる

・攻守の
戦術の理

武道

ボールを
つないで
ラリーの

続くゲー
ムができ

柔道

・現代的
なりズム
のダンス

・攻守の
戦術の
理解

・安全な
受身がで
きる

・寝技

保健

刀

・攻守の
切り替え
の早い
ゲーム
ができる

・相手と
の駆け引
きを楽し
みながら
ゲームが
できる

・個人的
技術と戦
術の向

・心身の
機能の発
達と心の

健康

・相手が
取れない
ところに
返す
ゲーム
ができる
・攻守の
戦術の

・相手と
の駆け
引きを
楽しみ
ながら
ゲーム

・止まっ
ている相
手を崩し
て投げ技
を仕掛け
ることが
できる

・相手と
の駆け
引きを楽
しみなが
らゲーム
ができる

ξ

・健康と
環境
・傷害の
防止

・攻撃や
防御を組
み立てて

返せる
ゲーム
ができる

^

・約束稽
古などで
相手との
駆け引き
を楽しむ
ことがで

ノヤ
ゲ

チ
ジ
ム
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家庭科

①5年間を通して基礎基本の確実な定着と家庭生活をよりよくしていこうとする心情を重視する。
②系統的な家庭科,技術・家庭科の学習を実現するために,小学校5年から中学校3年までの5年間

の領域を,衣生活,食生活,住生活,家庭生活,環境,ものづくり,情報の7領域で配列する。
③1つの題材で,7領域の中で重複する内容が多くあり,1つの題材から複数の領域を学習できるよ

うにする。
④児童,生徒の発達や実態に即して,子どもたちの関心を引きつける授業展開・指導カリキュラムを

開発するとともに,実践的・体験的な活動を通して,学習をおこなっていく。

技術・家庭科

学校区分

小学校家庭科

題材配列一覧表作成の基本方針

学年

0私たちのできることにチ
ヤレンシ

・針と糸をつかって

0ワクワクソーイング1
・ミシンを使って
かほん

第5
学年

小・中における題材配列一覧

衣

中学校家庭科

第6
学年

0衣服を整えよう

0ワクワクソーイング2
・生活を楽しくする物をつ
くろう

0私たちのできることに
チャレンジ

.

暖"リ

食

0ワクワククッキング1
・野菜サラダをつくろう

0ワクワククッキング2
・野菜を好きになろう
<ゆでる・いためる>

篁1
子年

0朝食メニューを考えよ
う
<ゆでる・いためる>

0ワクワククッキング3
<ビ飯・みそ汁>

0楽しい食事を工夫しよ
つ

1食分の献立><

0私たちのできることに
チャレンジ
身の回りの整理整頓.

0クリーン大作戦
・身の回りの汚れ

0快適な住まい方を考え
よう

・住まい方について

0楽しく豊かに食べる

住

0衣服の選択と手入れ
・衣服の着方の工夫
衣服の計画的な活用
適切な手入れと補修.

・洗濯機による洗濯巽

0中学生の栄養と食事
・わたしたちと食生活

:饗青と食事△:枩即組"合"せ
0食品の選択と日常食の

会食の工夫
すし飯を使った調理

-145-

調理
食品の適切な選択
調理実習
①ホワイトシチュー
②ハンバーグステーキと温野菜

第3
学年

③魚の煮付け,酢1?物.すまし汁
・一日分の献立づくり

0室内環境の整備と住ま
い方

・住まいのはたらきと役
割

・安全で快適な住まい
(掃除の計画,実習)

.

.



①基礎基本の確実な定着を図るために,5年間を通して繰り返して行う場空設定する。
②環境においては,どの題材において、継続的に行うことにより,意識を高める。゜
③家庭科室の学習漂境を小学校,中学校ともに同じにし,環境だ配慮した片づげ方が5年間通して,
になるようにする。"」'

④小中それぞれの教員の専門性を生かし,中学校教員(技術科)が小学校で授業することができるよ
題材を取り入れる。

0見つめてみよう家庭
生活

・家庭の仕事について

0ワクワククッキング1
・金銭や物の使い方につ

し、て

家庭生活

留意事項

0生活を見つめよう
・生活時間を見つめよ

0自分にできるとと
<地域編>

0私たちのできるととに
チャレンジ
家庭科室の使い方.

くゴミの分別の仕方,
洗郵上アクリルたおし>

小・中における題材配列一覧

環

-146-

境

0衣服を整えよう
・洗濯洗剤の使い方

0調理実習で使う自分の
箸をつくろう

・箸の製作と使い方

ものづくり

0中学生になるまで

0食品の選択と日常食の
調理

・環境に優しく衛生的な調
理

. 省エネルギーのための食
生活

共通

うな

情 報

0衣服の選択と手入れ
・洗剤の種類と特徴

0わたしたちの消費生活
・消費生活と環境

0技術とものづくり
(生活に役立つものづく
り)

. 生活の中で役に立つ作
品を設計と製作

0栽培(前期選択技術)
・野菜の普通'培
・収穫した野業の調理
・生ごみの堆肥へのりサイ
クル

0環境(後期選択技術)
・EM(有用微生物群)を
使った環境浄化活動

・環境問題の調査活動

9芸叉,ι●四f金1刊用)・電気エネノレギーの変換
とその利用

・動きを伝えるしくみ

0情報とコンピュータ
コンピュータ利用
情報通信ネットワーク
の利用
マルチメディアの活用
情報モラルとコンピュ
ータ利用

. エネルギー変換を利用
した製品の製作

0情報とコンピュータ
コンピュータのしくみ
と基本操作

・コンピュータ利用

廷活
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英語・英語活動

0 小学校における英語は年間 17時間の「英語活動」とし,小学校3年生(初等部後期)から
開始する(ただし,朝学習を利用しての週1回のテレビ視聴は小学校1年生より行う)。

0 小学校の英語活動においては,英語を学ぶことを通じて,異文化に親しみ,諸外国の人々の
生活に関心を持って接することができる態度の育成を図り,国際コミュニケーションカの基
礎を養う。

0 中学校の英語科においては,英語を通じて言語や文化に対する理解を深め,積極的にコミュ
ニケーションを図ろうとする態度の育成を図り,聞くことや話すことなどの実践的コミュニ

ケーション能力の基礎を養う。

0 小学校6年生(中等部1年生)を英語による活動から教科としての学習への移行期として捉

え,中学校教員による授業を部分的に導入する。また,小学校英語活動と中学校英語科の交

流活動を取り入れ,両者の連携を図る。

題材配列一覧表作成の基本方針

上記の基本方針の策定にあたっては,英語活動/英語科によって育成される「2つの力」とカリ

キュラム構成上の「2つの視点」を考慮した。「2つの力」は,英語教育の理念・目標とも関わ

るものであり,次の点が含まれる。

(1)a.実践的コミュニケーションのための言語運用能力

b.異文化理解を含めた広い意味での国際コミュニケーション能力

また,これらの力を育成するためのカリキュラム構成上の視点としては,次の点を重視した。

② a.一貫教育の中で上記「2つの力」をどのようにつけていくか。

b.小学校教育全体の中で英語活動が占める比重をどのように評価するか。

(2a)の視点より,小学校の英語活動段階では ab)の広義のコミュニケーション能力に,また中
学校の英語科においては(1a)の言語運用能力に,それぞれ重きを置き,小学校6年生(中等部
1年生)の移行期においてこれら2つの段階が結ばれるカリキュラムを構想した。その指導上の

重点の置き方を概念図で表すと,以下のように示される。

国際コミュニケーション

小学校3年生一5年生 小学校6年生 中学校 1年生一3年生

これにより,現在の小学校英語活動で課題となっている, 中学校英語への橋渡しがよりスムーズ

に行われることが期待される。

また(2b)の視点に基づいて,小学校の英語活動は小学校3年生(初等部後期)から開始す

ることとする。小学校1・ 2年生であえて英語活動を行わないのは,以下の理由による。(i)

国語環境における英語学習に関して,「開始年齢が早ければ早いほどよい」ことを裏付ける十分

な科学的なデータが存在しない。逆に言えぱ,純粋に英語運用能力育成という面から見た場合,
小学校1・2年生で年間 17時間信十34時間)の英語活動を行わないことのデメリットはあまり
大きくない。(iD 小学校英語活動が目指す「異文化理解」は「自分とは異なるものへの気づき」

であり,これは英語以外の教育活動によっても育成することができるものである。(iii)小学校

1・2年生(初等部前期)では母語である日本語やその他の基本的な科目により大きなウェイト

が置かれるべきであり,英語活動の重要性が相対的にそれほど高いものであるとは考えられな
い。
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言語運用能力



4月(1)

あいさつしよう

. He110.

'Good moming

'Good bye.

' Thank you.

' YOU're welcome.

5月(2)

あいさつしよう

'How are you?

. rm fine.. And you?

ジャンケンゲーム

を楽しもう

.Rock . paper

.scissors .GO!

色であそぼう

カラーピンゴをしょう

.red .blue

' ye110W ' green

・ black ・ white

附属小学校英語活動単元配列表

6月(2)

動物たくさん知っ

てるかな

一動物ビンゴー

' d0呂' cat .1ion

.t電er ・ bird ・ fish

'panda

あいさつしよう

' Nice to meet you.

'My name is ~

今日は何曜日?

. what day is it?

' sunday ~

Saturday

'pink 'brown

' PU印le ' ora11ge

7月(1) 9月(2)

数であそぼう

つ Ten Li札le

.rabbit . mouse

' bear ' pig ' horse

'COW 'sheep

何を持っている

の?

What do you

have?

I have a ~.

' pen ' pencil

. eraser . ruler

.book. notebook

. headband

など

' one

自己紹介して尋ね

よう

.whafs your name?

'HOW O!d 賀e you?

'what's your hobby!

・1 1ike ~.

英語の辞書にふれ

てみよう

※中学校教員との

授業

Monkeys

ten'^

10月(2)

すきなスポーツは?

1 1ike '^

. V011eyba11. soccer

. basketba11. baseba11

'ten11is ' swilmmng

' run111n号

数であそぼう

今、何時?

^at ume is

何さいですか?

How old are you?

'one ~ t11irty

' cap

now? 1t is ten.

あなたは何が

好きですか?

What ~ do you

Iike?

. arlimal ' C010r

.丘'uit . sport など

11月(2)

' one

すきな果物は?

カードゲームをしよう

'apple 'orange

'S伽Wberry ' pine

' b釘lana ' grapes

'melon 'pear

^

かんたんな英語劇をつくって発表しよう

一今までの表現や辞書を使ってー

it

twenty

世界のクリスマスを

のぞいてみよう

. santa claus

. CMstmaS 廿ee

' star ' be11 ' present

レッツゴー

ショッピング

お店屋さんのやり

とりをしよう

.How much ?

' 1t's ten d011ars.

など

※

12月(1)

朝のちどりタイムで週 1回,「英語であそぼ」(NHK教育番組)を 10分間,視聴する。(1年生~ 6年生)

数字をつくろう

.訊lhat number

you have?

.1 have ~.

ハロウィンつて何?

. Ha110ween

.Tdck or 廿eat ?

' pumpkin ' candy ' hat

'1皿nde .what are you?

'1 am a ~.. witch . spider

' ghost. black cat. bat

.skeleton . monster

'stocMn目

'candy

' candle

'teindeer

' sled

1月(1)

わたしの体はどう呼ぶの?

DHead,shoulders, K11ees &Toes

.head .shoulders .hlee .toe

.fody .fi丘y

' sixty ' seventy

' eighty 'tlinety

. one hundred

do ※払うお金の数

字を大きくし

ていく

'f伽t 'hand

2月(2)

ふく.わらいゲームをしよう

'eye 'nose ' mouth 'ear 'hair

.UP .dght .1e丘.down

' stop ' turn

これってどこの国?

一世界すごろく

Where ?1go to ~

.Japan' canada

' Brazil' Fra11Ce

.Gennany.china

など

中学生と英語で

活動しよう

' back

3月(1)

お話を聞こう

rThe very

Hun名ry

CatePⅡ1砥」

※中学校教員,中学2

年生の英語選択授業

者との授業

. hat

お話を聞こう

rJack And

The beanstalkj

'容lasses

' eatnngs

お話を聞こう

rThe T11ree

Litde P地SJ

※他に様々な国を取

り上げる。

rThe Little

Match Giru

3
年

4
年

5
年

1
 
一
心
伽
 
1

6
年



* 太字は単元名、

中学

4月

英語科の扉

・ガイダンス

・英語の音と文

字に親しむ

1年

5月

[・]

: 1・スピーチ活動空始_琶τ轟______、、、、、、、・・・・・・・・1・・・・・・・・・、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、

附属中学校英語科(必修)単元配列表
は主に扱う内容や重点を置く活動を表す

音から文字へ
~ひろがる英語の世界~

・be動詞と一般動詞

・複数形に触れる

・英語を書くことに慣れる

・辞書指導

6月

中学

*自己表現活動・・・音声によるもののみから

英語の世界を広げよう②
~過去、現在、そして未来へ~

・共に学ぶ仲間との関係作り

・いろいろな時制~過去と未来を中心に

・不定詞①
・助動詞

2年

7月 9月

中学

ス

英語の文の基礎固め
~誰がどうする~

・三人称単数現在

・複数

・代名詞

・進行形

ピ

3年

*自己表現活勤

共に生きる①
~英語を使って広がる世界~

・現在完了形

・不定詞②

*自己表現活勤・・・学習したことを生かす場としての自己表現活動(スキット等)を多く仕組んでいく

1 0月

チ活

1 1月

ス ピ

ス

表現の世界を楽しもう
~どんな英語が身に付いたかな~

・接続詞

・動名詞

・比較表現

音声、文字、音声と文字の両方を用いるものへと移行していく

2学期後半からは自己表現活動と一本化し、音声表現に限らない自己表現活動とその共有化

を図る時間(シエアリングタイム)とする。

1 2月
^ チ

^ チ活動

1月

動

英語の世界を広げよう①
~現在から遇去の世界へ~
疑問詞

過去形.

第1学年での学習の振り返り.

とまとめ

3年閻の総まとめ

3年間の学習の振り返り

とまとめ

、、、、、、、、、、、、、冥に生き、る②"・・・、、・、、・、、、___、__、__、_
~私の意見あなたの意見~:、'、、、、、'、、、、'、・・、・・、・、、、、__、____

2月

・自分の意見を言う/書く活動とその共有
化を図る活動を多く取り入れる

・後置修飾

不定詞分詞関係代名詞

3月

2年閻の総まとめ

・第2学年での学習の振り返り
とまとめ

・受動態

ー^ シエアリングタイム

活

ピ

動

1
 
一
心
ゆ
ー



小学3年

い つしよう

ー'王虜L晦座一胆卿b'繹巻柊3麺葆聖寵考契器器ξ閥鄭淵兆⑳死潮北泌

ql^,趣亟璽> 41^・@王璽>◆^・@亙^

であそほう

いさつしよう

で そほう

で

たくさん
知ってるかな

そ1 う

あいさつしよう

きな
スポーツは?

心、
であそ1 う

?
、

口

世
クリ

たくさん
つてるかな

日は口

己紹ノして
ねよう

の

スマス

可さいで

ムの体は
どう、,ぶの?

央語のぎに
ふれてみよう

きな
は?

お量を耳こう

日?

レッツ
ンヨ゛

のイ丁

カ、?

世
クリ

コー

ピング

あいさつ

の

スマス

ふくわらい
ゲームをしよう

口を、つて
いるの?

己、

おまを耳こう

これって
どこの?

レッツ
ショ、、

をつくろう

'日Word BOX

ノ＼ロウィ'
つて可?

コー

ピング

ス

Word BOX

ふくわらい
ゲームをしょう

あなたは"が
きですか?

ピ

お三を耳こう

これって
この玉?

TO0I BOX

い

チ

ヒ

TO0IBOX

^at-?

TO0IBOX 買い

Speaking plus
い

^ere-?

かんたんな央語 1
をつくって発表し
よう

子 と央語で
してみよう

に

に

てくる国・

てくる

TO0I BOX

をねる

.

自己表現活動を含む
全てのコミュニケーション活動

1
 
一
卸
0
 
1

語
活
動
全
体



一貫教育をめざした表現・図画工作・美術のカリキュラム編成に向けて

教科カリキュラム編成には,まずもって学校教育全般の基本的考え方や仕組み,学習指導要

領,さらには各学校の教育目標や子どもたちの実態・地域環境等を把握しておく必要がある。

そして,実際的な編成・実施に当たって,具体的には次のこと等に留意しなければならないと

考える。

①教科目標・各学年目標の明確化(教科観)

・教科をとおして子どもたちに培いたい力恨標)を明確にすること。

・一貫した系統的なねらいの見通しをもち,それぞれの発達段階でどのような力を培う

かを明確にすること。

・学習指導要領の目標に照らして適切であること。

②教科目標等基づく適切な題材配列(教科内容の構造化と発達課題)

・子どもたちの学習経験の相違や能力・適性,興味・関心等の実態や発達課題を十分把

握すること。

・基礎・基本をおさえ,子どもたちの個性に対応する多様な表現が可能な題材を設定す

るとともに,生涯にわたる創造活動につながる意欲を育てるようすること。

・各学年の重点題材を明確にしたり,転移力のある題材,複合題材等を工夫したりして

教材の精選を図ること。
、

・特定の分野や領域に偏ることなく,表現内容間,あるいは表現と鑑賞のバランスや教

材相互のつながりに配慮すること。

・題材の系統性・段階的発展性等に配慮し,全学年を見通した指導内容・題材を明確に

すること。

・学習指導要領の内容に照らして適切であること。

③題材に必要な材料・用具や配当時間数等の明確化(指導方法,展開)

・全学年を見通した材料・用具等の系統的な配列と実際的な授業展開への可能性を老慮

すること。

・各題材の時間配分を十分検討し,子どもたち負担過重にならないよう配慮すること。

(4)地域性や季節,行事などとの関連性(題材のりアリティー)

・学校・家庭・地域等,子どもたちの生活に密着した題材化により,りアリティーのあ

る学習展開を図ること。

・地域の美術関係の施設,資料等との関連を考慮するとともに,その活用を図ること。
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⑤教科カリキュラムの評価

・日常の授業実践の中で子どもたちの学習状況を注意深く見守り,絶えず学習指導の現

状を点検し,次の授業の改善に努めることの大切さ。



以上,主として(1)は目的,(2)は内容,(3)・(4)は方法等の実際的なことにかかわることで

ある。また,(5)では評価である。ここであえて評価について記述したのは,こうしたカリ

キュラムが固定的なものではなく,常に教育実態に即応した工夫・改善の必要性を考える

からである。「計画」と「実施」と「改善」は循環的過程を構成する。その意味では,カ

リキュラム編成の題材配列等において,前述の留意点に加えてさらに弾力的な取り扱いが

できるよう配慮がなされてよいのかもしれない。

いずれにせよ,本教科等では,子どもたち一人ひとりが自らの持ち味を生かしながら,

創造活動の楽しさ・自己表現のすばらしさを体験できるようにし,創造意欲を高め造形的

な創造能力を育んでいくことができるようなカリキュラム編成の創意・工夫が求められる

であろう。

次に,個々の教材(題材)化に目を移すと,その実体的な側面としては,教師=学習過程

に具体的な形としてあらわれる「対象(想)」<何を>,「素材(材料)」<何を使って>,

「表現形式(手法)」<いかに>の3つの構成要素をとらえることができる。

つまり,本教科等の教材(題材)化の視点を大きくとらえると,まず,子どもたちにとっ

ては見えにくくわかりにくい「教育内容」を前提として,それを具体的な「対象(想)」・

「素材(材料)」「表現形式(手法)」等の「わかりやすい具体物」に置換することだと考

える。そして,その授業構想と展開においては,子どもたち一人ひとりが意欲的,能動的

に取り組めるよう,題材の各構成要素を自ら選べるように弾力的に扱ったり,また,自分

の造形世界を創り出すようにし自己表現できる造形的能力として学んでいくよう構成する

ところに本教科等の特徴がある。つまり,そうしたことを根底に置いて教材(題材)化され

なければならないと老えるのである。

このように,教科カリキュラム編成に当たっては,教科の特性を十分に踏まえながら,

その目的・内容・方法等,さらには,個々の題材の構成要素等に至るまでさまざまな視点
からの検討が必要となる。

ところで,ここに示す「活動事例集」は,附属校園と大学の共同研究のもと「素材や表

現方法の系統性から幼小中一貫教育の造形教育を探る」をテーマにして取り組んだーつの

成果である。ここでは,まず,本学校園の一貫教育の実現に向けた新たなカリキュラムづ

くりの一歩として,これまで各附属校園が実践してきた事例を洗い出し整理することから

始めている。そして,ここでは題材の構成要素のーつである「素材(材料)」またそれにか

かわる用具等に焦点化し,その系統性の適否等について附属校園相互で検討を重ねてきた。

しかし,「素材や表現方法の系統性から一貫教育の造形教育を探る」とし,単に易から

難へといったクールな表現技術の系統性からのみの題材配列を図ろうとするものではな

い。「素材(材料)」は,題材の構成要素のーつにすぎないからである。前述したとおり,

カリキュラム編成には,さまざまな留意事項から題材相互を多面的にとらえなけれはなら

ない。今後とも,子どもたち一人ひとりが創造意欲を高め,造形的な創造能力を自ら育ん

でいくカリキュラム編成をめざし,幅広い検討をすすめたいものである。
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^

「あ.砂に跡がついたよ」

主な各学年の活動事例

J

U"

4獅1'

ナψ

「大好き吸バッタをつか薮えてー

言 1絵を描きたい」湧き上がる感

動を表しました」

."^

'゛学

年少(3歳児)

イ〒」ろ

^

「テーブをぺタペタ・

くつついた」

先生や友だちに親しみ喜んで「自分でみつけた遊び」をしていく

●恭'ミ
.ー.

凡

優ぐ毛

'

紙が望に

「くるくるくる

ばい描けたよ」

L、

下

鉛筆・色鉛11 ・クレバス・1辻さみ・砂・士・右ころ

砂場迦只(スコソプ・シャペル・バケツ・ザル・カソフ)

四季折々の自熱材料

^

六、

「チョキチョキ・・俣のお金のでき上が

り.お買い物へ行つてき憙す。」

. マルがいっ

^

島"

'

「コロコロ

て面白いね」

スースー。コンテつ

「ビニール袋に絵を描いて私のド

スのでき上がり」

「紀の具を体に付けてみんなで紙

の上を歩いたよ」

νろ

「いらコしゃい薮せ。ハートのパ

ツジ屋さんです。色を塗って形を

功り抜いたら.はい.とうぞ」

主な各学年の活動事例

J

・コンテ・水彩絵の具

ダンポール範・布きれ

.」

「色が混ざったよ。マジツクで

描くのは面白い」

「とこまで続くか及。部屋中一杯

つ恋がった汽車の線路のでき上が

り」

年中(4歳児)

、

「これもくつつけるともつと累敵

にをったぞ。宝箱に何をいれよう

かな」

・1此Π1紙

のり

友だちとー・緒にいろいろな遊びを見つけたり,自分の力を試したりしていく

色画用紙・色紙

.,ノ)1コえのぐ・ 11

叱

「毛糸・和紙・いろんな物をくつ

つけて僕や私のでき上がり」

・折り紙

羚1モ・色鉛ηモ・クレバス

砂」牙」i1只【スコップ・シャペル

妙 . U;'

「バスに乗ってみんなで還足にい

つたよ.楽しかったな」

矧
ゞ

「落ち葉や小枝のゴチソウでバー

ペキユーパーティーのはじまりは

じまり」

'

はさみ・柚物性のり

バケツ・ザル・カソフ')

・四季折々山"然材"

3甲「,1妾杵川テー・ワ

「お団子・お寿司・ホツトケ

キ・・粘土はいろいろ作れるね」

「のれんだよ」

・コンテ・水彩絵の具・画用紙・色価m紙・色紙・折り紙・紙テ、・プ

・ダンポール質i ・イヨ,陸・泡立て器・ストロー・布きれ・ポスターカラ'ー

たιンい.のり. U)りえのぐ・ 1f ・点〔粘_1:・ビニールテ・・プ
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「わ~!折り紙でこんな形になった」

ξ
C
゛

二Ξ

一
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Ξ

一
邑F

二ヨ

一
=

ヨ

F

上



^

「ほら,武た釣れたよ。金魚屋さ

んのこの考え.面白いでしょ」

主な各学年の活動事例

「ドロドロ・ベタペタ・サラサラ.

いろん恋土で作ったごちそう」

年長"(5歳児)

「完成!お祭りでみた.とう行列

のおどう。みんなで作ったんだよ」

友だちと協力し.,考えを出し合って「自分で見つけた遊び」や「学級で共有する活動」を創っていく。

鉛筆・色鉛筆・ウレバス・紙の切れ端・毛糸

はさみ・抽物性のり・谷種接着用テープ

砂・士・石ころ・どろ・タフロープ・スズランテープ

砂場道具(スコップ・シャペル・バケッ・ザ儿・カップ)

・四季折々の肉然材料予

^

「ケーキの上にお花を飾つたらも

つと累敵になるね」

「あのね,とんぐのに絵の具をつ

けると絵が描けるよ」

畷

,J ,▲

'

..^

,●、J
r ●亀、

"峰"

絵に表す

「発見!いろん互花

つぱでジユース!」

こ諦

こんなことをしたよ

、

「いつものつなげ方を変えたらブ

ドウができたよ」

. J

ゞ'

いろんな葉

主な各学年の活動事例

版で表す

たのしかった00

・コンテ・水彩絵の具・和紙・セロハン紙・ビーズ・画用紙

・色画用紙・色紙・折り紙・木槌・きりふき・ダンポール箱・石鹸

・泡立て器・ストロー・はり・布きれ・ポスターカラー・たらい

.板切れ・卦金・のり・U)りえのぐ・渠・はしべン・墨汁・紙粘士

ピニールテーブ・紙テープ

「みんなでした田うえ」

?ゞ、'ぞイ1^;11ンゴ、ム゛凡:

「触覚はここ.羽はここ.手はここについ

ていた。そして足の形はこう江んだよ」

したことを思い出してかく,

自分や友だちの作品のよさ

を見コける,

立体に表す

小学1年

f,゛."气

粘土でつくろう

驫イ

画m紙・色西用紙

水彩絵の具・コンテ

ウレヨン・鉛縦

「サバニをこいだよ」

版匝1のi而白さを知る.

{石,子版西をつく".紙に写

し取って楽しむ)

つくりたいものをつくる

f

みんなでつくった

ペロペロキャンディー

線でかく

着色オる

・コンテを粉にして打色寸ろ

「なかよしきょうりゅう」

石膏版・玉かん

・ニードル(角・丸)

和紙・釘(太・剤U〕

中十j:インク・バレン

・思い、コいたもり)やそυ)オ」話

を枯士でコくる,

(枯士山感触を楽しみながら

コくる)

ベランダに

大きい絵をかこう

用具でひっかく

こする

パレンでこオる

氏、

A'令側癌'捗ノ^

・「こんなキャンディ、ーカfあった

ら」と4gをふくらませてつくる.

(材料の使い方を工火オる)

造形的なあそび

・士粘土 粘士板

・まるめる

・平らにのぱ司、

・ひもにオる

・ひっばりだオ

ふわふわきゅ

・色画m紙

・紙皿

ストローー

はさ.み

つけろ

ミ

・クービー

・絵の具

・クレヨン

のり・クレバス

・ベランダに大きい絵をかく.

」^

・指で絵の具をつける

・クレヨンやクービーで線をこ

オる・ほかオ

・にじませる・接艦オろ

台

"於

-154-ー

チョ・ーウ

たわし

「おおきなサンドイッチ」

・布やスポンジの感触を

楽しむ,

形や乎触りからものに

みたてる.

水

・バケツ

・チョークで繚をかく

貯色する

.こオろ

・粉にオる

綿ウレタン

・ひも・モール

・帖ゴム

ぎゅっとにぎる

ひもをむすぶ

まく・くるむ

コなぐ・みたてる

ヘラ

.
<
一

二ヨ

如
゛
ニ

惑

ヨ

ヨ

一
一

二

<
<
<
<
<
<
<
<

<
<
<
<



^
.'9,匂▲

'.^

絵に表す

わたしの育てている00

ー,

主な各学年の活動事例

版で表す

おはなしだいすき

りゅラの打ωな川汰1)>Jハな1}.う」

隈1
自分が育てている野菜をか

'、"
"

'、尋

^^^

.
き

叡四

・ポンド

ペンチ

・あらわしたいところをよく

見てかく,

立体に表す

小学2年

もりのどうぶつたち

画用紙・色画用紙._

ハトロン紙

えんびつ・コンテ・与〔

絵U)具・ヘン・タンポ

想像して版に表才.

(わ話を閉いて想像したことや

心に残った場面を表才)

圃ヤ

つくりたいものをっくる

1池卯誠子

線でかく

・着色オる

葉っばや木の尖のへんしん

^

・和紙・綴版画(凸版)

・ロ・ーラ,ー・インク

はさみ のり

ダンポール・麻布

「どぅぶつのしょくじかい」

森の動物山暮らしを思い浮

かぺてつくる.

=J ,^

瓢

ーー^

刷る

・1'ろ

・切る

組.み合わせろ

つないでつないで

,

ひも

・紙

造形的なあそび

「うさぎのみんなはなかよしだね」

材料から発想才る.(自然秦

材のかたちや色を釦み合わせ

てコくる)

粘土

どぺ(水で溶かした粘土)

粘土板

絵に表す

お話の絵

~巨人と大きな木~

まるめる

平らにのばオ

・ひもにオる

・ひねり出オ

布でへんしん

落ち葉

・木の枝

・接着剤

・自分の家(基地)から

紙をつなげて道をのばし

てい、.

・紙をつなげながらむ話

をつくる.

゛

主な各学年の活動事例

コける

木の実

絵の具

'、

゛+

ゞ典

・接着tる

乱ι^る

粒み合わせる

つなぐ・鮎ぶ

・ホットポンド

・テグス・工十金

・ダンポール・ポンド

・ダンポールカッター

・ガムテープ・はさみ

目打ち・ひも

こんなこん虫(生きもの)

ワッペンがあったらいいな

版で表す

・す主^る

・組み合わせる

・みたてる

貼る

川メ

「おひめさまになったよ」

使いたい布を選んで使っ

たり,身につけたりオる。

・なりたい00になる.

・友だちと見せ合う.

-k、

ゞ

・紙(大小・長短・色一・)

セロハンテーフ

のり・クレヨン

、弄¥

「うれしかった木」

む話の場而から心に残った場而を

決めてかく,

壁゛
^'

4゛

小学3年

・重ねる

・つなげる

・貼る

・まるめろ

キェUノペ

覗ぺる・切る

コなぐ・穴を開ける

・ひもで粘ぶ

立体に表す

コンテ

・板紙凸版のコくり方を知ろ。

・自分の好きな生きものの形や様子

をとらえてコくる.

彫り方.はぎ取り方を試し.女し

方を工夫して版西に表司、。

目

・布

Zぺン

友だちといっしょ

大きい布,帯状の布

色.手触りの多様な布

折る

輪にオる

描く

1111 <

ι鉛でで揣く・絵の只で両姉き)

祚色オる

・かぷる

・肩にかける布

・結ぷ・くるむ

・敷く・.みたてる

つくりたいものをつくる

板紙凸版・杣性インキ

和紙

ニードルげη・丸)

U

「大玉ころがし」

・友だちと括動しているところを粘

上でコくる。

・粘士のかたまりの紬み合わせ方か

ら動きをつくる.

しんじこの00

パレン.ローラ・→

はぎ取る 偶1ろ

刷ろ・刷り屯ねる

・粒み合わせろ

紙粘士

造形的なあそび

ならべてつくろう

ひみつきち

.ヘフ

切る

(補功的に新聞紙)

まるめる

ひねりⅡ」寸、

・1叩しつけろ

細み合わせる

宍道湖岸で染めたもの

鼻

・硫木・海ガラス・しじ.み

・小石・幽鴇の*」の取れたもの

.
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^
.J官▲

ーー^
くらしの中から題材を選んで

千手院で見つけたよ

絵に表す

^

、'畔十

'ハ
^

き蜘

忠

接'守司、る・帖る

.粘士 iまるめろ・つける・のぱ寸)

・許色する

主な各学年の活動事例

お話の絵から(木版)

ゆうかんなアジック

版で表す

「千手院のおじぞうさま」

・千手院で兄つけたものを題材に送

AJ 【1力、<.

見コけたものの特徴をじっくり見

な力1ら.自分の描きたいところを見

つけ,拙成を工夫してかく.

小学4年

わたしの00オプジェ

宍道湖でみつけたよ

舮

・画用紙

はしぺン

「9つの百モもっおそろしいUJとた之かう7フウウ」

つくりたいものをつくる

モ

お話の場而から.心に残,ノた場面をま

め.表したいテーマと題名を决める

彫り方を試し.表し方を工夫して版画

に表す

・水彩絵の具

水性ぺン

"碇k

・描く

腔色する

^

コンテ

画板

.J,令

美じゅつかんたんけん

・木版用版木

・インウ

・水彩絵の具

「フk鳥のフォトフレーム」

1誌,゜'、

〒、÷

^

・「宍道湖で見つけたもの」との関わ

りから,コくりたいものを尭想し,

コくりたいものに合う去し方や材料

を選んでつくる。

彫刻刀

ローラー

彫る・刷る

若色寸る(裏着色)

女したい場而の感じがより出ろように

紙に色をつける

造形的なあそび

色とかたちのもようあそび

宍通1岸で集めた、● 1・虞木・毒カラス・比、剛;

小石・極劃1・ホ・ハボンド・ポンド・打・カ'なづち

J,こぎり・ヘンチ・テグス・針全・糸・削)

絵に表す

身近なものを見つめて

呼厶たちの南庭」

・美術館にでかけ.お気に入りの造形を

見つけて写真に写したり.友述に紹介し

たりする"

.自分の写した写真から5~6点を選

び.友述に出題すろ形式の「美じゅシか

んたんけんマップ」をっくる!

・接着する

穴を開ける(員・木)

契窯一
ゞt '、"北、'鴇キ膨●

主な各学年の活動事例

<

、蛮、

インスタントカメラ・写真

デジタルカメラ・絵の具

・ d)り・はさ.み・ペン・色鉛築

魚

「ばくはつドロドロカラー」

自分力1見コけた.作の南魔の魅力を主題に

遜ぶ.

自分が描きたいも山山特徴を見コけて.線

や色を工夫して揣く.

・用具の特徴を生かし.絵の具

を使って模様づくりをオる。

・見コけた模様やできたものか

ら充想を広げて題をつける.

部屋に飾りたいカレンダー

版で表す

冒

写したいも山を送ぶ

・写寸・切る・」;く

・組.み合わせろ・貼る

仙

小学5年

^

宅
^

画用紙・鉛崔

水彩絵の只

・絵の具

ローフー

フ、トロ、ー

^
^

f

驚出,

ビー玉

・歯プラシ

^

<

はしぺン

コンテ

針金を使って見つけた形から

キャンドルスタンドをつくろう

・ビー玉に絵の具をつけて転が寸

.吹流し・フ、バッタリング

ローラーにひキ.を巻いて絵の具を

つけて転がす

描く t絲1市

れ色寸る

'脚一冬私一之
倫吃轟色、゛を゛゛抑

立体に表す

舞症"J 鴛亀N姦器包
・・四鄭琴

・拘分の部尾に飾りたいカレンダーをつくる.

.1年の蓉らしから月ごとのテーマや題材を送

んで版をつくる、

<

にじ、71 ・ほかし)

W'唖製

(

ミ

・プリントごっこ・版・色画川紙

.111紙・1リ:紙・はさみ・モ糸 ・のり

綿・ダンポール(台紙・櫛)

・接着オる U砧る)

・版を組.み合わせる

.カレンダー山1扱と額を劃1み合わせろ

工作に表す

.針金を山げた".をいたり.ねじったりし

て組み合わせてつくる

..みコけた形からろうそくの灯りをともすキ

ヤンドルスタンドをコくろ.

夢をかたちに

「竹の中の世界」

針分・ペンチ

・台になるもの

.竹の巾に入れたい・竹の中1こ広がる世界

を当え,作品をつくる,

.榊想をもとに仙う材料を集めて選択し

竹の使い方をぢえてコくる。

ビー・フ、

・アルミ箔
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巻く

・伸ぱt

とめる

' 慧W、

.竹・セロフフン・粘土・釘・彫刻刀・'

紙.布.画m紙・不織布・絵の具・はさみ

.屯動糸のこぎり・ニス・金づち・刷毛

〕でひ

企

ス

で糸

〔
ぐ
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ハ

つ

露
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^
.,,'含

^

戸)

絵に表す

修学旅行メモリアル

主な各学年の活動事例

11.・"御、
・、、,.貞宝会

.゛

版に表す

心に残った修字床行山思い出か'ンイメージを

ふくらませ. 1!1分山オニ気に入りの場所を揣く.

・表したいことに合う描画材料を送んで使う,

心はずむとき

木版に表す

小学6年

、、゛

'W

切る・粒み立てる

・貼る・着色寸る

備く

・接杵オる

デジタルカメラの写真

燮バンフレット

箸ぺンカラーヘン

絵の具 コンテ

'ヅ

圃

J.'/4『"コJ

弗

・「田紬え」をテーマに.表したい動きを决め,

画而の入れ方を冴えて下絵を描く。

・自分の表したいことが伝わるように.白黒の

バランスを工夫して.彫刻刀の彫りの効果を老

えて太オ,

描く

コンテを粉にして使う(こオる)

立体に表す

(な1・) 北

・り・ーフレ、ノト

宕ぺン絵の具

缶から飛びⅢす000

0コ 1'゛、゛U●'

'

^

{ミ1勢=為1邑、

ー,▲

・木版m版木

・インク

0の子紙

^

・彫刻刀

ローーラ・ー

デザインに表す

彫る

・刷ろ

・缶からこんな生き物が生まれたらという充想

をもとに.粘士で飛ぴ出オ立体物をつくり.缶

の周りにはその立体物を表すラベルを描いて

帖ろ.

パレン

思いを広げて

"自分の仏1而をアート1こデザイン」

^'゛

気.゛1,

三'1珊11

..^ー

グルーブで静物画を描こう

絵

紙粘土

キ五U),气

・ベン

主な各学年の活動事例

゛叫

",

'

,1

粘土・・・ひねり出オ

描く(ラペル)

接着オろ

紙

4,御

^

ク・ービ・・・

グループでモチーフを細む.茶封倚に英字新

聞を貼り.妥汁で下揣きして着色.

名前の文宇から文字を選び.組.み合わ

せたい絵のイメージから揃想を練る。

文宇と絵がわ互いに響き合うように.

拙図や配色を工夫才ろ,

'霞4",

疑戸

'赴"
'驫女が拶

W多

彫

魂

・茶lj倚

・英字新譜1

・割り笘

つけろ・仲ぱす

着色する

.^^

ミックスペット

抑1

画用紙

・習字道具

カラーベン

中学1年

・苫^ン

・旦}汁

・水彩絵の只

圃

・絵の具

・色鉛峯

のり

描く・着色オる

・接着寸ろ・貼る

生物とあるものを細合せて断しい生物をつく

る,写真はプタと消しゴムのミックス.

・ 1.、さ.ZI、

色紙

コンテ

切る

貼る

・削ろ

貯'く

亡ぎろ

・杵色オる

.7i寸、

デザイン

自己PR力ードをつくろう

フォルモ粘土

ニフ、

・彫刻刀

・粘士ぺラ

ポスター・カラ・ー

紙ヤスリ

接着剤

・包Eる

つける

・甜1る

・ hl」る

自分の名前 1文字と好きなも山とを紕み合わ

せてデザイン,斬たな技怯も習得.

1

工

・ 1苗く

若色オる

・画用紙・マスキングテ・ープ

・ケント紙

.トレーシングヘーバー

10年後の利、たちの街

・アクリルガッシュ

而相lf ・平流

ぽかし刷モ金網

・フ、トロ、ー

空き筍などを利川し.臼分の好きな世物を

つくり.鑑賞会では学級でーつの街を榊

成.

・グラナーション

・フ、バッタリング

・ドリッビング

・しタリング

-157ー

・空き箱・ダンポール・色画用紙

アクリル板・モデリングヘースト

針金・布・プラスチック額

接若剤・色鉛笹

・定規 ・はさみ

・ペンチ・絵υ)只

・カッタ・ーナイフ

トレース

'
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^
ミ,▲

^

ー、.】1 ...

絵

空想画を描こう

主な各学年の活動事例

^

マープリングを・・滞に取り入れ.空想の世界

を揣g

なりきり!

利、はスイーツデザイナー

彫 勿」

^^^^^^

中学2年

血川紙

ケント紙

・アクリル絵の具

カッターナイフ

マーブリングセット

・ d)リ

目

自分の当えたオリジナル・スイーツを軽量粘

土でコくる。全体と断而の両方を制作.

・描く

切ろ

・貼る

・着色オる

正方形から生まれる不思議な世界

*将M、゛,
Xさ

デザイン

争'

4゛

^

9電

き.、,

・柾量粘土

.ペーバーナフキン

^

=,闇▲

アクリルカッシュ

ニス(ツヤ出レツヤ消し)

・おろし金・絞り袋・ヘラ

・カッターナイフ

ー^

畷

正方形の黒い画用紙をイメージに合せて切

る。切ったバーツを画面上に拙成して貼付.

郁!色捌

・練る

・成型する

混ぜる

切る

゛,膨

工

^

・着色才る

EGG ART

..門一

・黒画川紙・英宇新聞など

.トーナルカラー・台紙

一

ダンボール・アート

絵

却登

・デザインナイフ

・カソターナイフ

・ LD り

・マスキングテープ

四舮

主な各学年の活動事例

<

卵の殻に着色したり装飾を施したりして

・切る

・貼る

展開する

・とぱオ

デザインする.殻の底には重りが入れてあ

t

る.

^

ダンポールを何層にも重ねて立体的に,
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合的な学習の時間

07年間を通して,児童・生徒が各教科で身につけてきた知識や学習方法などを駆使しながら課題解決に関わっ

ていくことができるよう,各学年における大まかな単元内容を配置する。

0初等部後期の段階から,「発想する→企画する→行動する(見る・読む・話す・聞く・歩く・働く)→探求す

る→まとめる→発表する(話す・聞く)→ふり返る(話し合う・反省する)→考える(考察する)」という学

びのサイクルを,それぞれの体験活動の中に取り入れ,7年間を通して積み上げる。

0小学校においては,さまざまな領域の体験を積むことを大切にする。中学校では,それらの体験を生かしてい

く。小学6年生で取り組む文化創造体験は,中学3年生での社会貢献体験に大きく生かせる活動であることか

ら,新たにここに位置づけることにする。

0小学校では,これまで取り組んできたテーマタイムの内容をある程度絞り(3年生は自然体験,4年生は文化

理解・創造体験,5年生は社会生活体験,6年生は文化創造体験),各学年部で取り組む単元を決める。それ

以外の内容についてはフリータイムを活用し,各担任の裁量で計画・実施する。

0中学校では,これまで取り組んできた Bdd8e,1nformaⅡon, C0血IUNcation を柱として単元を配列する。

0小学校・中学校の交流活動については,逆転現象の起きにくい学年同士ということを考慮し,中学1年生と小

学4年生との交流を新たに設置した。中学3年生と小学6年生については継続して取り組みながら,双方にと

つて有意義な活動を模索していく。

0小学校のテーマタイム,中学校の Bddge を中心に,子どもたちの学びの足跡をポートフォリオなどの形で集

積していく。 7年間を通して,どのような体験・学習をしてきたのかを子ども自身に見える形にする。

題材配列一覧作成上の基本方針

小学校

学校区分

<ねらい>

子どもが自分の思

いや願いを明確に

もち,主体的に追

求する活動を通し

て,追求の仕方を

身につけ,対象に

対する見方・考え

方を深めるととも

に,自らの学びの

よさを見い出すこ

とができるように

する。

学年

第3

学年

自然

体験

テーマタイム

◎自然博物館をつくろう

◎昆虫調査隊

第4

学年

小・中における題材配列一覧

文化

理解

体験

◎松江の名物~お茶を探ろう~

◎伝統芸能に挑戦!00名人

◎一緒にやろうニュースポーツ

など

第5

学年

など

社会体験(ともに生きていくこと

をめざした活動)

・ようこそ附小へ~車いすで生活

するUさん~

・みんなのスポーツ~この人とこ

んなスポーツを~

・今,私たちにできること~みつ

けよう人のやさしさを~

など

社会

生活

体験

フリータイム

◎ふるさと松江再発見

◎今わたしたちにできること

~ごみ再利用への挑戦~

など

第6

学年

文化

創造

体験

英語活動

◎附小のみんなが楽しめる全校

活動「子どものお店」をつく

ろう

文化理解(主として異文化)

・「アンニョンハセヨ」釜山の友

だち

・世界に広げよう友だちの輪

など

英語活動

の具体的

な内容に

関しては

別紙参照
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中学校

学校区分

<ねらい>

学校で学んだ事項

を体験的活動で確

かめたり,広めた

りしようとする態

度を育てる。

学年

中 さまざまな人の生き方を学ぶ

0小学校の時どんなことをやっていたの?

・友だちと小学4年生に自分たちの経験した総合

的な学習を紹介しょう

0福祉・国際理解体験

・福祉・国際理解に取り組む人と接して話を聞い

て課題を見つけ,新聞を作成しよう。

・実際に体験してみよう。

生

体験的活動で得た

ものを生徒一人ひ

とりが見つめ直し

て,ものの見方や

考え方を広げたり

深めたりできるよ

うにする。

Bndge . hlfomation

小・中における題材配列一覧

中

2

自分の生き方を学ぶ

0さまざまな人の生き方を知り,広げよう・深め

よう!

・地域の方の講演を聞き,興味や関心のあること

を調べまとめる。

0実際の社会へ出かけよう

・職場体験

・中学1年生に自分たちの活動を紹介しよう

生

C0加nunication

中

自分の気持

ちのコント

ロールの仕

方を知る・

前向きに生

きよう

3

他とともに生きる生き方を学ぶ

・地域の方の話を聞き,自分のできることは何か

考える。

・自分たちの課題や願いをプレゼンしよう

・社会貢献体験

・中学2年生&小学6年生に自分たちの活動を紹

介しよう

生

小学4年生と中学1年生の交流活動を設定するのは,2年後の小学6年生と中学3年生との交流の組み合わせのこ

とも考慮している。中学1年生の中には公立から入学している生徒もいるので,この時期にお互いのことを知るこ

とができることに意味を見いだしている。

.

それぞれの校種で使っている用語については,今後整理をしていく。

人と自分を

大切にした

友だちとの

関わり方を

知る

修学旅行へ行こう
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